
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
　
図
書
館

図

書

館

は

、

本

館

分

館

合

わ

せ

て

二

十

館

、

市

内

各

地

域

に

あ

り

ま

す

。

蔵

書

は

全

館

で

五

十

五

万

冊

、

身

近

に

本

に

親

し

ん

で

い

た

だ

く

た

め

、

多

く

の

種

類

の

本

を

そ

ろ

え

て

い

ま

す

。

ま

た

、

水

・
金

曜

日

の

夜

間

開

館

（

本

館

の

み

）

や

、
「

利

用

者

開

放

端

末

機

」

に

よ

る

図

書

の

検

索

が

で

き

る

な

ど

、

さ

ま

ざ

ま

な

面

で

充

実

し

て

多

く

の

人

が

利

用

で

き

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

ま

だ

利

用

し

た

こ

と

の

な

い

人

も

、

気

軽

に

図

書

館

に

立

ち

寄

っ

て

み

ま

せ

ん

か

。

思

い

が

け

な

い

本

と

の

出

会

い

が

あ

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

圖

市

立

図

書

館

？
一
ｆ一

・
5
1
1
5

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
.
i
コ
ｔ
ｅ
ｒ
ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
.
コ
ｅ
.
ｊ
ｐ
／
~
ｔ
ｏ
ｓ
ｈ
ｏ
ｋ
ａ
ｎ
／

利
用
は
無
料
で
す

図
書
館
で
は
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
人
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
図
書
館
本
館
に
限
り
、
毎
週

水
・
金
曜
日
は
開
館
時
間
を
午
後

７
時
ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
。

卜 開 館 時 間 休 館 日
本館

午前9時30分～午後5時
※ただし、水･金曜日は
午前9時30分～午後7
時

・月曜日
・月末（変更の場合もあり
ます）
・国民の祝日（月曜日が祝
日の場合は翌日）
・年末年始（12月28日～1
月４日）
・特別整理期間（館によっ
て日程が違いますので、前
もってお知らせします）

分館
午前9時30分～午後5時

だ
れ
で

も
、
図

書
館
の
資
料
を

無
料
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

初
め
て
の
人

は
、
住
所
を
確
認

で
き
る
物
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

そ

の
場

で
、「
利
用

カ
ー
ド
」
を
発

行
し

ま
す
。

こ

の
カ

ー
ド
一
枚
で
、
市

の
図

書
館
ど
こ
で
も
利
用
で
き
ま
す

。

○
宅
配

職
員
が
直
接
、
本
や
Ｃ
Ｄ
等
を

ご
自
宅
に
お
届
け
し
ま
す
。

市
内
在
住
の
身
体
障
害
者
手
帳

二

級
圭

二
級
）
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
、
ま
た
は
寝
た
き
り
の
人

が
対
象
で
す
。

※
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、

丗

剛
に
登
録
が
必
要
で
す
。

○
施
設
巡
回

移
動
図
書
館
車
に
よ
り
病
院
や

「
借
り
よ
う
と
思

っ
て

い
た
本

が
見

当
た
ら
な

い
」

こ
ん
な
と
き
、

カ
ウ
ン
タ
ー
で

予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

予
約
す

る
と
、
市
内

の
別

の
図

書
館
か
ら
取
り
寄
せ

た
り

、
蔵
書

に
な

い
場
合
は

、
購
入
し

た
り

、

市
外

の
公
立
図
書
館

や
国
会
図

書

館
か
ら
借
り
て
皆

さ
ん
に
提
供
し

ま
す

。
「
利
用

カ
ー
ド
」

を
お
持
ち
の

人
に

は
、
電
話

に
よ
る
予
約
を
受

け
付
け
て

い
ま
す
。
受

け
付
け
は

所

蔵
し

て
い
る
本
で
、
一
通
話
一

冊

の
み
に
な
り

ま
す
。

受
付

時
間
…
午
前
９
時
3
0分
～
午

後
４
時
3
0分

予
麭
電
話
・
：
？
3
6
5
・
2
3
9
5

「
ど
ん
な
本

が
あ
る

の
か
」
自

分
の
手
で
検
索

が
で
き

る
よ
う
、

「
利
用

者
開
放
端
末
機
」
を
全
館
に

設
置
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
新
着
図
書

の
一
覧

や
、

行
事

の
お
知
ら
せ
、
お
は
な
し
キ

ャ
ラ

バ
ン

の
日
程
も
見

る
こ
と

が

で
き
ま
す

。

簡
単
に
本
が
検
索
で
き
る
利
用
者
開

放
端
末
機

図
書
館
に
あ
る
の
は
本
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
カ
セ
ッ
ト
や
Ｃ

Ｄ
も
あ
り
、
本
館
と
小
金
分
館
で

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

音
楽
・
語
学
・
落
語
・
講
談
・

朗
読
な
ど
が
あ
り
、

館
内
で
聴
く
こ
と

な

も
で
き
ま
す
。
　
　
　
　

ノ

老
人
ホ
ー
ム
等
へ

巡
回
し
、
図
書
の

貸
し
出
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。

移
動
図
書
館
施
設
巡
回

図 書 館 貸 し 出 し 資 料

一資料種別 貸し出し冊数 貸し出し期間

貲 仁心 図 書　 ﾀ…゙…’ 無制限

2週間

CD ・カセットテー

プ､(本 館・小金分

館)

1人3点まで

紙芝居( 本館、常盤

平 ≒小金悃]名ヶ谷

尹‰ 四 贈V

無制限

本
の
こ
と
で
調
べ
た
い
こ
と
、

分
か
ら
な
い
こ
と
、
子
ど
も
に
読

ま
せ
た
い
本
な
ど
の
ご
質
問
を
、

図
書
館
本
館
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。お

気
軽
に
カ
ウ
ン
タ
ー
職
員
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
読
書
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。

◆

学
習
室

本
館
五
階
に
百
四
十
席

の
学
習

室
が
あ
り
ま
す
。

◆

コ
ピ

ー

本
館
三
階
で
図
書
館

の
資
料

に

限
り
、
著
作
権
法

の
範
囲
内
で
コ

ピ
ー
が
で
き
ま
す
（
一
枚
二
十
円
）

◆
講
座
や
催
し
物

の
開
催

あなたの近所にも図書館があります

館　名 所 在 地 電　話

本　館 松戸2060 365- 引15

゛ 常盤平分館 常盤平3の30　 常盤平市民センター内 387-2528

稔台分館 稔台100 の1　稔台市民センター内 367 －7196

小金原分館 小金原6の6の2　小金原市民センター内 344-8269

矢切分館 上矢切299 の1　総合福祉会館内 368-1243

馬橋分館 西馬橋蔵元町177　 馬橋市民センター内 341 －4100

古ヶ綺分館 古ヶ畸4の3490　 古ヶ畸市民センター内 367 －砺00

五香分館 五香2の35 の5　五香市民センター内 386-8250

小金分館 小金きよしヶ丘3の1の1　小金市民センター内 343-8658

明分館 上本郷2676 の6　明市民センター内 368 －6705

六実分館 六高台3の71　 六実市民センター内 385-0117

東部分館 高塚新田427　 東部スポーツパーク内 391-0595

新松戸分館 新松戸3の27　 新松戸市民センター内 343 －6006

馬橋東分館 馬橋1854 の3　馬橋東市民センター内 346-2054

小金北分館 中金杉2の159 の2　小金北市民センター内 343-3302

松飛台分館 松飛台210 の2　 松飛台市民センター内 386 －6401

二十世紀が丘分館 二十世紀が丘中松町2　二十世紀が丘市民センター内 392 －7022

八柱分館 牧の原1の193 の6　 八柱市民センター内 387 －2613

八ヶ 畸分館 八ヶ綺5の15 の1　八ヶ畸市民センター内 348 －6636

和名ヶ谷分館 和名ケ谷1360　和名ｹ谷スポーツセンター内 392-1102

■

図

書

館

が

お

休

み

し

ま

す

・
1
0
月
3
0
日

㈹

・
3
1
日

水

＝
小

金

原

分

館

（
蔵

書

点

検

）

・
1
0
月
3
1
日

則

＝
図

書

館

全

館

（
館

内

整

理

）

・
1
1
1
1

一
月
1
4
日

則

ま

で

＝
常

盤

平

分

館

（
建

物

耐

震

工

事

）

圜

市

立

図

書

館

？
3
6
5・
5
1
1
5

人口と世帯　10月1日現在

人口　467,197 人 ［＋　129］

男　235,495 人 ［＋　21 ］

女231,702 人 ［+  108 ］

世帯　185,717 世帯［＋‘281 ］

「高齢者の居住の安定確保に関す

る法律」が施行　　　　　　 ②

市立松戸高校入学生を募集　 ③

プラスチックごみの分別

チェックポイントの確認を④⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥⑦

図
書
館
へ
来
ら
れ
な
い

人
へ

カ
セ
ッ
ト
・
Ｃ
Ｄ
・
紙

芝
居

読
書
の
秋

自
分
で
図
書
の
検
索
を

夜
問
開
館
し
て
い
ま
す

読
書
の
相
談
も
ど
う
ぞ

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス

主な内容

予
約
制
度
の
利
用
を
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Ｉ
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た

高
齢
者
向
け
の
民
間
賃
貸
住

宅
の
供
給
を
促
進
し
ま
す

高
齢
社
会
に
対
応
し
、
高
齢
者

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
住
ま
い

を
確
保
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な

制
度
に
よ
っ
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
さ
れ
た
高
齢
者
向
け
の
民
間
賃

貸
住
宅
の
供
給
を
支
援
し
ま
す
。

民
間

事
業

者

の
取

り
組

み

を

支

援

す

る
高

齢

者

向

け
優

良

賃

貸

住
宅

制

度

バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
さ
れ
た
高
齢

者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
を
建
設
し

た
り
、
既
存
の
住
宅
を
高
齢
者
向

け
の
優
良
賃
貸
住
宅
と
す

る
た
め

に
バ
リ
ア
フ
リ

ー
・
リ
フ
ォ

ー
ム

し

た
り
す
る
場
合
、
基
準
に
適
合

し

た
賃
貸
住
宅
に
つ

い
て
は
、
国

・
地
方
公

共
団
体
か
ら
の
補
助
や

税

制
上
の
優
遇
措
置
（
新

築
の
み
）

が
受
け
ら

れ
ま
す
。

①

住
宅

の
共
用
部
分

、
バ
リ
ア

フ

リ
ー
設
備
な
ど
の
整
備
費
に
対
す

る
補
助

（
整
備
費
の
三
分

の
二
を

補
助

）

②
低
所
得
者
の
高
齢
者
世
帯
に
対

し
家
賃

減
額
を
行

っ
た
場
合
、
そ

の
家
賃

減
額
費
用
に
対
す
る
補
助

圃
千

葉
県

都
市

部
住
宅
課

？
0
4
3
・

2
2
3
・
3
2
2
6

③
固
定
資
産
税
の
軽
減

固
市
固
定
資

産
税
課
？
3
6
6
・
７
３

①

酊
得
税
・
法
人

税
の
割
増
償
却

固
松
戸
税

務
署

？
3
6
3
・
1
1
7
1

■
高
齢
者
が
安
心
し
て
入
居

し
、
住
み
続
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す

民
間

賃
貸

住
宅
で
は
、「
家
賃

の

不
払

い
」
や
「
病
気
≒

火
災
」
な
ど

の
不

安
か
ら
「
高
齢
者
入
居
不
可
」

と
し

て

い
る
と
こ
ろ

が
少
な
く

あ

り

ま
せ
ん
。
こ
の
法
律
で
は
、
高

齢
者
が
円

滑
に
入
居
し
、
安
心
し

て
生
活

で
き
る
賃
貸
住
宅
市
場
を

整

備
す
る
た
め
に
、
次

の
よ
う

な

新
た
な
制
度

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
世
帯
の
入
居
を
拒
ま
な

い
賃
貸
住
宅
の
登
録
・
閲
覧
制
度

高
齢
者
世
帯
の
入
居
を
拒
ま
な

■■ 住 宅 金 融 公 庫 の 融 資 の 特 例 ・・

■ 既存住宅を購入し優良賃貸住宅とするための住

宅金融公庫融資の特例

バリアフリー・リフォームを行い 、高齢者向け優良

賃貸住宅とする目的で､既存の住宅を購入する場合は、

住宅金融公庫の特例により、その購入費の融資を受け

られます。

・ 高齢者の持ち家のバリアフリー化を推進するた

めの高齢者対象の住宅金融公庫融資の特例（一括償

還型バリアフリー・リフォーム融資制度）

高齢者白身が、自宅をバリアフリー・リフォームす

る場合、ローンの返済を軽くする住宅金融公庫の特例

の融資制度ができました。この制度を利用すれば 、最

大500 万円までの融資を受けることができ 、生存時は

利子部分のみを返済し 、死亡時に住宅資産などを活用

して、ローンを一括償還することができます。

また、この融資制度には、高齢者居住支援センター

が債務保証を実施します。

固 住宅金融公庫南関東支店総務課住情報相談担当？

03-3260-9217

い
賃
貸
住
宅

が
、
千

葉
県

都
市
部

住
宅
課
に
登
録
さ

れ
、
高
齢
者

に

そ

の
賃
貸
住
宅

情
報
を
提
供
す
る

体
制

が
整
備

さ
れ
ま
す
。

「
高
齢
者
向
け

優
良

賃
貸
住
宅

制
度
」
の
助
成

を
受

け
た
住
宅
は
、

必
ず
こ

れ
に
登
録
す
る
こ
と
と
な

っ
て

い
ま

す
。
ま
た
、
登
録
さ
れ

た
住
宅

に
は
、
万

一
、
入

居
し
た

高
齢
者
が
家
賃
を
滞
納
し
た
場
合
、

高
齢
者
居

住
支
援
セ
ン
タ
ー
が
家

賃

の
債

務
保
証
（
六
ヵ

月
を
限
度
）

を
行

い
ま

す
。

高
齢
者
が
安
心
し
て
住
み
続
け

る
こ
と
の
で
き
る
終
身
建
物
賃

貸
借
制
度

高
齢
者
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ

れ
た
賃
貸
住
宅
に
終
身
に
わ
た
っ

て
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
た

め
の
仕

組
み
と
し
て
、「
終

身
建
物

賃
貸
借
制
度
」
が
創
設

さ
れ
ま
す

。

こ
れ
は
、
知
事

の
認
可
を
受
け
た

賃
貸
住
宅
に

つ
い
て
、
賃
借
人

が

生
き
て

い
る
限
り
続
き
、
死
亡
し

た
と
き
に
終
了
す

る
、
借
り
た
人

本
人

の
一
代
限
り

の
借
家
契
約
で

す
。
な
お
、
配
偶
者

な
ど
一
定

の

同
居
者
は
、
借
家
人
死
亡
後
も
継

続
し
て
居
住
で
き

る
よ
う
に
配
慮

さ
れ
て

い
ま
す

。

※
詳
細
は
千
葉
県
都
市

部
住
宅
課

？
0
4
3
・
2
2
3
・
3
2
2
6

へ

高齢者にやさしい
バリアフリー住宅

高 齢者 が自 分で安全に動きや

すくし たり 、介護者が介護をし

や すく する ために 、次のよう な

こと に配慮し た住宅です。

・ 階段や 部屋の入口 の段差を な

く す

●お ふろ やト イレ に手 すりを 設

置

●廊下を車い すが通れる広さ に

基
本
健
康
診
査
、
人
間
ド
ッ
ク
を

受
け
た
人
の
た
め
の

健診結果を上手にいかそう　　　 午後IE時～3時(午後O時45分から受け付け)

期 日 会　場 内　容 定員・持ち物ほか

11/ 1㈲
小金保健福祉センター・健診結果の見方・日常

生活の注意点
・話し合い

・質疑応答・相談

吝先着80人　持ち物健
診結果・筆記用具　費
用無料
講師松戸市医師会医師

19(月)

20(火)中央保健福祉センター

第19 回ふれあい広場

「広げよう心の輪を」をテーマに、障害者や高齢者など多＜の市民の交流の

場として 、5つのイベント広場を企画しました。

※会場の駐車場が利用できませんので「アルトピア駐車場」をご利用＜ださい。

会場とアルトピア駐車場問の送迎があります。

日時…11 月１１日付午前10 時～午後3時　会場…ふれあい22 （ｲ建康福祉会館）

費用…無料

圖松戸市社会福祉協議会？362-5963

健

康

ま

な

び

塾

身体すっきり健康体操　　　　 午前10時～正午（午前9時45分から受け付け）

期 日 ゛ 会 場 内　容 定員・持ち物ほか

11/ 8㈲
小金保健福祉センター

講話運動の効用

実技手軽にできる有酸素運動・ウォーキングの基
本

吝先着30人　持ち物健
診結果・筆記用具　費用
無料

郷里動できる服装、靴で担当運動指導員、保健婦

22(村

29(*)中央保健福祉センター

作って食べて健康に　 午前10時～午後1E時30分（午前9時45分から受け付け）

＼ 期 日 会　場 内　容 定員・持ち物ほか

高

コレステロー

予防
教室

11/27 ㈹

･･､4 り` I;11 4､冖'ISaII'
中央保健福祉センター講話私の適量～

コレス
テロールをあげない食
事

調理実習作って食べよ
う私の一食～食物繊維
たっぷリメニュー

吝
先着30人　持ち物

健診結果・筆記用具
・エプロン・三角き
ん・ふきん2枚　費用
無料　担当栄養士・
保健婦・食生活改善
推進員

28(tK)小金保健福祉センター

29困 小金保健福祉センター

貧血

予

防

教室

20(火)小金保健福祉センター講話および調理実習貧
血を予防するための鉄
分しっかリメニュー28冰）中央保健福祉センター

圃電話で各会場（中央保健福祉センター？366-7489､ 小金保健福祉センタ
ー？346-5601) へ

痴ほう症の方のための介護教室

｢地 域で支 え合い

介 護す るため に｣

催　し　物 内　　　容

パフォーマンスの広場
バンド演奏・人形劇・踊り・歌・ダンス・ふれあいダンス・
太鼓・マジックショー

参加 ・体験の広場
点字・朗読・手話・指編み・茶会体験・ぬいぐるみ写真撮
影・おもちやの図書館・おもちやの病院・高齢者疑似体験・
アイマスク体験・車いす体験・折り紙

相談の広場　
ボランティア相談・福祉相談（介護保険・痴ほう介護・権利
擁護）

模擬店の広場
もちつき・おしるこ・みそおでん・チョコバナナ・ポップコ
ーン・模擬喫茶・竹細工・野菜と生花の販売

活動作品展示の広場
作品展示・各団体活動紹介・身体障害者用自動車の展示・絵
画展

会
場
常
盤
平
保
健
福
祉

セ
ン
タ

ー

余

れ
あ

い
2
2内
）
　

対
象

椥

ほ
う
症

の
人

の
家

族
・
痴
ほ
う
症

に
関
心
の
あ

る
人
（
初
め
て

受

講

す
る
人
を
優
先
）
　

定
員
先
着
四

午

人
（
講
演
会

の
み

の
受
講

も
可

、

先
着
四
十
人
）
　

啓
乕

無
料

※
介
護
を
必
要
と
す

る
人
を
同
伴

し
た

い
場
合
は

ご
相
談
く

だ
さ

い
。

圃
電
話
で
常

盤
平
保
健

福
祉
セ
ン

タ
ー
？
3
8
4・
1
3
3
3

へ

日 時 内　　容

11/14㈲

午後

１
時30

分
～
３
時30

分

講演会「痴ほう症の正しい理解と
その対応」

講師…慈恵会医科大学附属柏病院
副院長・笠原洋勇氏

21
体験談発表「わたしの介護体験」
発表者…介護を語る会会員
助言者…呆け老人をかかえる家族

の会・千葉県支部松戸グループ

30(劒

これからの介護を考えよう～ひと

りぽっちの介護にならないために
講師…聖徳大学教授・松下倶子氏

あ
な
た
の
健
康

円
形
脱
毛
症

円
形
脱
毛
症
は
痛
み
や
痒
み

を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
円
形
あ

る
い
は
楕
円
形
に
頭
の
毛
が
抜

け
て
ク
ッ
キ
リ
と
地
肌
が
見
え

る
脱
毛
で
す
。

男
性
に
も
女
性
に
も
お
こ
る

病
気
で
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
八
十

歳
の
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
患

者
さ
ん
が
い
ま
す
。
と
く
に
十

歳
代
や
二
十
歳
代
の
青
少
年
期

に
初
め
て
円
形
脱
毛
症
に
な
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

ス

ト

レ

ス
が

原

因

か

今
ま
で
は

、
家

族
の
心
配
事

や
責
任

の
重

い
仕
事

を
ま
か

さ

れ
た
り
、
転
校
し

た
と
き
に
お

き
る
精
神
的

ス
ト

レ
ス
や
、
な

ん
と
な
く
だ

る
く

て
元

気

が
で

な

い
と

い
う

よ
う

な
、

い
わ

ゆ

る
自
律
神
経
失
調

症
が
原
因
で

は
な

い
か
と
言

わ
れ
て
き
ま
し

た
。
確

か
に
二
〇
％

程
度

の
患

者
さ
ん
に
そ

の
よ
う

な
出
来
事

が
あ
り
、
円
形
脱
毛

症

が
始
ま

る
き

っ
か
け

に
は
な
る
こ
と

が

あ
る
よ
う
で
す
。

し

か

し
八

〇
％

の
人
に

は

、

そ

の
よ
う

な
こ
と
は

な
く

、
ま

し

て
何
年
も
長
く
広
範
囲

な
脱

毛

が
続
く
と
き
な
ど

は
、
な
り

や
す

い
遺
伝
的
素
頁
が
問
題
で
、

ス
ト

レ
ス
は
ほ
と

ん
ど
関
連
が

な
い
と

み
ら
れ
ま
す

。

脱
毛

す

る

わ
け

は

最
近

の
研
究

に
よ
れ

ば
自
己

免
疫
説

が
有
力
で
す

。
つ
ま
り
、

人
間
に
は
細

菌
な
ど
の
外
敵

か

ら
体
を
守

る
免

疫
と

い
う
仕
組

み

が
あ
り
ま

す
。
そ
の
免
疫

が

何
ら

か
の
原
因

で
自
分
自
身

の

体
を
外
敵
と
間

違
え

て
攻
撃
し

286

て
し
ま
い
、
体
が
正
常
に
働
け

な
く
な
っ
て
し
ま
う
病
気
を
自

己
免
疫
疾
患
と
い
い
ま
す
。

円
形
脱
毛
症
で
は
毛
を
作
る

毛
母
細
胞
を
免
疫
を
つ
か
さ
ど

る
リ
ン
パ
球
が
攻
撃
し
て
、
毛

を
作
り
出
せ
な
い
よ
う
に
壊
し

て
し
ま
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
ア
レ
ル
ギ
ー
の

病
気
や
精
神
的
ス
ト
レ
ス
な
ど

が
免
疫
の
仕
組
み
を
狂
わ
す
き

っ
か
け
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

経

過

と

治

療

脱
毛
部
が
一
ヵ
所
だ
け
の
単

発
型

は
、
六
ヵ
月

く
ら

い
で
自

然
に
治

る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で

す

。
抜
け

て
い
る
範
囲

が
広

い

と
き

や
単
発

型
で
も
繰
り
返
し

お
き
て

い
る
場

合
に
は
治
り
に

く

い

の
で
治

療

が
必
要

で

す

。

ま
た

一
度

か
か
る
と
繰
り
返
し

て
し
ま
う
こ

と
も
多
く
、
再
発

す

る
割
合
は
五
年
以
内

に
四

〇

％

と
い
う
調

査
も
あ
り
ま
す
。

治
療
は
ア
レ
ル

ギ
ー
を
抑
え

る
抗
ア
レ
ル

ギ
ー
剤

の
内

服
や

免

疫
の
攻
撃
を

や
わ
ら
げ
る
副

腎
皮
質
ホ
ル
モ

ン
外
用

剤
な
ど

が
用

い
ら
れ
ま
す

。
症

状
が
良

く
な
る
ま
で
に
長

い
時
間

が
か

か
る
場
合
に
は
義
髪
（
か
つ
ら
）

の
使
用
や
精
神
的

な
カ
ウ
ン
セ

リ
ン

グ
が
病
気
と

つ
き
あ
っ
て

い
く
の
に
役
立

つ
こ

と
が
あ
り

ま
す
。

（
松

戸

市

医

師

会

）

お
年
寄
り
の
住
ま
い
の
不
安
を
な
く
し
ま
す

８
月
５
日
か
ら
「
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行

住
宅
課
　
3
6
6
-
7
3
6

6

広げよう心の輪を
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市
立
松
戸
高
校

入
学
生
を
募
集

市
立
松
戸
高
校
は
、
緑
豊
か
な
環
境
に
恵
ま
れ
、
広
大

な
敷
地

と
充
実
し
た
設
備
を
誇
る
明

る
く
さ
わ
や
か
な
学
校
で
す
。

特
色
の
ひ
と
つ
と
し
て
市
立
松
戸
高
校
で
は
、
以

前
か
ら
国
際

交
流
を
盛
ん
に
行
っ
て
お
り
、
松
戸
市
と
姉
妹
都
市
で
あ

る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ー
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ス
市
の
ク
ー
ナ

ン

高
校
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ノ
ー
ス
コ

ー
ト

ー
カ
レ

ッ

ジ
ヘ
は
、
毎
年
の
よ
う
に
生
徒
が
訪
問
し
、
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、
部
活
動
を
通
し
た
交
流
で
は
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部
が
ア
メ
リ
カ
の
モ
ラ
ラ
高
校
、
サ
ッ
カ
ー
部
が
韓
国
の

大
邸
高
校
と
相
互
訪
問
を
続
け
て
い
ま
す
。

平
成
1
1年
度
に
は
全
国
で
も
数
少
な
い
専
門
学
科

「
国

際
人
文
科
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

国
際
人
文
科
で
は
幅
広
い
国
際
的
な
視
野
と
自
国
の
文

化
へ
の
理
解
を
併
せ
持
ち
、
将
来
国
際
社
会
に
お
い
て
活

躍
す
る
人
材
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
標
に

、
一
人
ひ

と

り
の
個
性
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
至

立
松
戸
高
校
で
、
充
実
し
た
三
年
間
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

固
重
立
松
戸
高
校
？
3
8
5
・
３
２
０
１
、
学
務
課
？
3
6
6
・
７
４
５
７

川井敏久

市長室・発

募
集
定
員
（
予

定
）
…

全
日
制
普

通
甦

芒

学
年

旦

二
百

干

人
（
定

員

の
四
〇
％
以
内
は
推
薦
）
、
国
際

人
文

科
第

一
学
年

＝
四
十
人

（
定

員

の
五

〇
％
以

内
は
推
薦
）

応

募
資
格
…
市
内
在

任
で
中
学
校

も
し

く
は
こ
れ
に
準
ず

る
学
校
を

卒
業
し

た
人
ま
た
は
３
月
卒
業
見

込
み

の
人

（
た
だ
し
国
際
人
文
科

Ｌ
Ｌ
教
室
で
の
授
業
風
景

松戸出身の宇宙飛行士

こ

の
と
こ

ろ
世

界
的

に
暗

い

ニ
ュ

ー
ス

が
続
く

中
、
卸

蝌
直

子

さ

ん
の
宇
宙
飛
行

士
認

定
と

い
う
、
松

戸
市

に
と

っ
て

大
変

喜
ば
し
い
快
挙
が
あ
り
ま
し
た
。

角
野

さ
ん
は

、
松
戸
市

に
生

ま
れ
、
相

模
台
小

学
校

、
第
一

中
学
校

を
卒
業
し

、
高
校

、
大

角
野
さ
ん
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け

取
る
市
長

学
、

大
学
院

と
進
み

、
航
空
宇

宙
工

学
を
専
門

と
し
て
平

成

８

‘

年
か

ら
宇
宙

開
発
事
業

団
に
勤

務

さ
れ
て

い
ま
す

。

宇
宙

飛
行
士

へ

の
挑

戦
は

、

大
学

院
生
時
代

に
続

い
て
二
度

目
と

の
こ
と

で
す

が
、
平

成
1
1
1
1

一

年
２
月

、
見
事

難
関
を

突
破
し

て
宇
宙

飛
行
士

候
補
者

に
選

ば

れ
ま
し

た

。
そ

の
後

、
基
礎
訓

練
を
重

ね
、
こ

の
９
月
2
6日

、

い
よ

い
よ
国

際
宇
宙

ス
テ

ー
シ

ョ
ン
搭

乗
宇
宙

飛
行
士

と
し
て

認
定

さ
れ
ま
し

た
。

1
0月

４
囗

、
早
速
、
市

役
所

で
お
会

い
す

る
機
会

が
あ
り
ま

し
た

が
、
二
年

前
に
比

べ
、
目

の
輝
き
が
さ
ら
に
増
し
て

い
て
り

宇
宙
飛
行

士
と
し

て

の
決
意

や

自
信

が
み
な

ぎ
っ
て

い
た
の

が

は
市
外

か
ら
の
応
募
も
可
）

出
願
手
続
き
・
：
必
要
書
類
を
在
籍

（
出
身
）
中
学
校
を
経
由
し
て
提
出

し

て
く
だ
さ

い
。

願

書
等
提
出
期
間
・
：
推
薦
選
抜

＝

１
月
2
4日

困
午
前
９
時
～
午
後
４

時
3
0分

・
2
5日
次
午
前

９
時
～
正

午

、
一
般
選
抜

＝
２
月
1
2日

㈹
・

1
3日

水
午
前
９
時
～
午
後
４
時
3
0

分

、
1
4日

水
午
前
９
時
～
正
午

推
薦
検
査
…
１
月
3
1日
米

（
面

接

・
作
文
）
　

会
場
市
立
松
戸
高
校

（
五
香
駅
西
口
か
ら
新
京
成
バ
ス
紙

敷
単

庫
、
ま
た
は
松
戸
駅
東
口
行

き
で
「
重

立
高
校
」
工

単
支
た
は
、

Ｊ
Ｒ

武
蔵
野
線
東
松
戸
駅

・
北
総

線
東
松

戸
駅
か
ら
徒
歩
十
三
分

）

学

刀
検
査
…
２
月
2
6日
㈹

（
国
語

・
数
学

・
英
語
・
理
科
・
社
会
）
・

2
7日

則

（
面
接
）
　

会
場
市
立
松

戸

高
校

入

学
許
可
候
補
者
発
表
…
３
月

５

日

㈹
午
前

９
時
か
ら
車

立
松
戸
高

校
で

※
海
外
帰
国
子

艾
お
よ
び
中
国
等

引
揚
者
子

艾
の
特
別
選
抜
あ
り
。

詳
細
は
、
お
問

い
合

わ
せ
く
だ

さ
い
。

と
て

も
印
象
的

で
し

た
。

ま

た
、
会
話

の
端

々
に
、
宇

宙
飛
行

士
に

な
る
た

め
の
訓
練

の

厳
し

さ

や
宇

宙
に
飛

び
立
つ

夢

の
大
き

さ
を
う

か

が
い
知
る

こ
と

が
で
き
ま
し

た

。

予

定
で
は

、
五
年
後
ぐ

ら

い

に
国

際
宇
宙

ス
テ

ー
シ
ョ
ン
日

本
実

験
棟

「
き

ぼ
う
」

へ
搭
乗

す

る
こ

と
に

な
り

ま
す

。
こ
れ

に
ち

な
ん
で

、
松

戸
市

の
皆
様

へ
と

い
う
こ
と

で

「
き

ぼ
う
の

未
来

へ
」
と

い
う

メ

ッ
セ
ー
ジ

を

い
た
だ
き
ま
し

た

。

こ

の
た

び
の
角
野

さ
ん
の
快

挙
は

、
松
戸
市
民

に
夢

や
希
望

を
与
え

、
本
市

の
名
を

広
め
た

も
の
で
表
彰
に
値
す
る
と
考
え

、

松
戸
市

民
栄
誉

賞
を
贈
呈

さ
せ

て

い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

高
等
学
校
修
学
資
金
・

松
本
清
奨
学
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

資
格
…
①
経
済
的
理
由
で
児
童
を

高
等
学
校
等
に
修
学
さ
せ
る
こ
と

が
困
難
な
保
護
者
②
保
護
者
と
児

童
が
引
き
続
き
一
年
以
上
市
内
に

居
住
し
て
い
る
③
成
績
良
好
で
健

康
①
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学

校
等
（
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学

校
・
盲
学
校
・
ろ
う
学
校
・
養
護

学
校
の
高
等
部
・
学
校
法
人
の
設

置
す
る
専
修
学
校
の
高
等
課
程
）

に
在
学
し
て
い
る
⑤
法
令
そ
の
他

に
よ
り
、
類
似
の
学
資
給
付
を
受

け
て

い
な

い

支
給
月
額
・：
公

立
＝
九
千
円

、
私

立

＝
一
万
五
千
円

対
象
期
間
…
申
請
し

た
月

か
ら
平

成
1
4年
３
月
ま
で

が
対
象
で
す
。

※
申
請
は
随
時

（
土

・
日
曜
日

、

祝
日
を
除
ぐ
）
受
け
付
け
し

て

い
て
、
申
丿
蠻

Ｅ
は
児
童
福

祉
課

・
市
民
課
・
各
支
所

に
あ
り

ま

す

。

圖
児
童
福
祉
課
総
務
係
？
3
6
6
・
７
３
４
７

精神保健福祉普及運動

・ 講 演 会 「 私 た ち と精 神 障 害 」

11月14 日㈲ 午 後1 日割5 分 ～4 時 拓 分

会 場 東 葛 飾合 同庁 舎6 階 第1 会 議 室　 講

師 国 立 精 神 保 健研 究 所 精 神 保 健計 画 部

長 （医 師 ） ・竹 島 正 氏　 内 容 精 神障 害

回復 者 と そ の家 族 、作 業 所な ど 地域 か

ら の 報 告　 定 員 先着80 人 程度　 費 用 無

料

匣11 月12 日 ⑩ まで に 、電 話 で松 戸 保健

所 精神 保 健 福 祉課？361-2121 へ

■ 精 神 障 害者 の 作 品 展 示

11 月14 日㈲ 午前10 時30 分 ～ 午後2 時

30 分　 会 場 市 役 所1 階 連絡 通 路･ 東 葛

飾合 同 庁 舎2 階 入 ロ ロビ ー　 内 容 パ ネ

ル 展 示 ほ か　 費 用 無 料

圖 松戸 保 健 所 精 神 保 健 福 祉 課？361-

2121

今
後

、
市
民

の
皆

さ
ん
と
一

緒
に
松

戸
出
身
の
宇
宙
飛
行

士
、

角
野

さ
ん
を
応
援

し
て

い
け
れ

ば
と
思

っ
て

い
ま

す

。

国

際
宇
宙
ス

テ
ー
シ

ョ
ン
計

画

は
、

ア
メ
リ

カ
、
ロ

シ
ア
を

は
じ

め
多

く
の
国

々
の
参
加

で

実
現
し

た
も
の
で

、
国

際
協
力

・
平

和

の
シ
ン

ボ
ル
と

な
る
も

の
で
す

。
宇
宙

か
ら
見
た

地
球

に
は
国

境
は
あ
り

ま
せ

ん
。
今

、

テ
ロ
を

き
っ
か
け

に
大

き
く
揺

ら
い
で
い
る
世
界
平
和

で
す
が
、

宇

宙
か

ら
の
視
点

に
立

っ
て
、

一
刻
も
早

い
真

の
解
決
を

迎
え

る
こ

と
を
願

っ
て
や
み

ま
せ

ん
。

二
十

一
世
紀
を

担
う
子

ど
も

た
ち
の

「
き

ぼ
う

の
未
来
」

の

た
め
に
も

、
角
野

さ
ん
に

は
国

境
の
な

い
世
界
で
今

後
ま

す
ま

す
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

爽

や
か
に

宇
宙
へ
向
ふ

夢

育

て

市 民 の 皆さ んの 声 を直 接お 聞 き する た

め 、市 長室 直 通の フ ァク スと 、市 長専 用

のメ ールボック スを設置し てい ます。

市 政 に 関し て感じ てい るこ と や 建設 的

な ご 意見を お寄 せく ださ い( でさ れば 、連

絡先をお 書き添えく ださ い)。

FAX  366-2301

メールア ドレ ス

mayor.matsudo@intership.ｎe. jp

(9月末現在の受信件数) FAX756 件､ メール645件

ど
ん
な
問
題
か

セ
ク
シ
ユ
ア
ル

ー（

ラ
ス
メ

ン
ト
と
は
、
性
的
に
不
快
だ
と

感
じ
る
こ
と
を
言
わ
れ
た
り
、

聞
か
れ
た
り
、
話
題
に
さ
れ
る

こ
と
、
ま
た
望
ん
で
い
な
い
性

的
な
接
触
や
つ
き
あ
い
、
関
係

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
言

い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
仕

事
や
学
習
等
を
続
け
る
環
境
が

悪
く
な
り
、
精
神
的
に
追
い
込

ま
れ
、
黙
っ
て
職
場
や
学
校
を

去
っ
て
い
っ
た
被
害
者
も
少
な

く
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

な
ぜ
起
き
る
の
か

セ
ク
シ
ユ
ア
ル

ー（

ラ
ス
メ

ン
ト
は
職
場
だ
け
で
な
く
学
校

や
福
祉
施
設
な
ど
地
位
や
立
場

の
違
い
が
あ
る
と
こ
ろ
で
起
こ

り
ま
す
。
力
を
多
く
持
つ
側
、

持
だ
な
い
側
と
い
弓
力
の
差
が

あ
る
と
こ
ろ
で
生
じ
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
。

被
害
者
に
女
性
が
圧
倒
的
に

多
い
の
は
、
社
会
に
お
け
る
男

女
の
間
に
、
こ
の
力
の
差
が
あ

る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
男
性
は

リ
ー
ド
す
る
側
、
女
性
は
リ
ー

ド
さ
れ
る
側
と
い
う
関
係
の
中

で
女
性
は
は
っ
き
り
と
拒
否
し

に
く
く
、
男
性
は
、
自
分
の
置

か
れ
て
い
る
立
場
や
力
関
係
に

無
自
覚
で
あ
れ
ば
、
拒
否
さ
れ

た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
を
受

け
入
れ
に
く
く
、
そ
こ
に
男
女

の
行
き
違
い
が
生
じ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
男
女
の
位
置
関

係
や
思
い
込
み
が
セ
ク
シ
ュ
ア

ル

ー（

ラ
ス
メ
ン
ト
を
発
生
さ

せ
る
土
壌
と
な
っ
て
い
る
の
で

す
。

伸

び
伸
び
と
働

き
学
べ

る
環
境

を
本
人

が
望
ん
で

い
な
い
性

的

な
関
係
を
迫
ら

れ
た
り

、
我
慢

さ
せ
ら

れ
た
り
す

る
こ
と

が
あ

れ

ば
、
働
き
や
す

い
、
学
習
し

や
す

い
環
境
と
は
と
て
も
言
え

ま
せ
ん
。

国
際
社
会
で
も
セ

ク
シ
ユ
ア

ル

ー（

ラ
ス

メ
ン
ト
は
人
権

侵

害
で
あ
る
と
規
定

さ
れ
、「
雇
用

機
会
均
等
法
」

の
改
正
を

は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
で
防
止

の
た
め
の
取
り
組
み

が
行

わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

。

し
か
し
、
セ

ク
シ
ユ
ア
ル

ー

（

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

が
性

の
過

剰
な
規
制
や
管
理
に
な

っ
て
し

書

っ
と
し
た
ら
本
末
転

訶
で
す
。

め
ざ
し
て

い
く

の
は
、
自
分

の
意
思

が
表
明
で
き
、
相
手

の

意
思
を
尊
重
す

る
中
で
、
人
と

人
と
の
関
係
を
楽
し
み

つ
つ
仕

事
や
学
習
に
臨
む
こ
と

の
で

き

る
環
境
を
作

っ
て

い
く
こ
と
で

は

な

い
で

し

ょ

う

か

。

｢こころの健康のつどい｣

セクシュアル・
ハラスメントの
ない環境をｊ
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捨
て
れ
ば
ご
み

生
か
せ
ば
資
源

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
確
認
を

４
月
か
ら
ご
み
の
八
分
別
が
始
ま
り
ま
し
た
。
広
報
ま
つ
ど

８
月
５
日
号
で
「
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
の
分
別

を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
ご
み
の
組
成
や
発
生
量

を
み
る
と
、
本
当
な
ら
「
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」

に
分
け
ら
れ
る
も
の
が
「
そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
ご

み
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
も
う
一
度
、
チ

ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
徹
底
す
る
た
め
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
環
境
業
務
課
指
導
係
？
　
3
6
6
・
7
3
3
3

市

か
ら

「
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
」
を
再

商
品
化
事
業

者
に
引
き
渡
す
と
き
に
、
汚
れ
た

容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
そ

の

他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
異
物

が
混
入

さ
れ
る
と
、
引
き
受
け
を

拒
否

さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

そ
う

な
る
と
リ
サ
イ
ク
ル

が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
き
ち
ん
と
分
別
し
た
り
、

捨てようとしているプラスチック

ビニールはどれに当たりますか
■商品の容器や包装に使われているプラスチックおよびビニ
ール

「リサイクルするプラス

チックなどのごみ」の日

に出してください。

レジ袋・ラップ ・カップ類・

トレー・お菓子などの袋・シャ

ンプーなどのボトル・調味料・

洗剤等の容器など

洗
っ
た
り

し
て

「
そ
の
他

の
プ
ラ

ス
チ

ッ
ク
な
ど
の
ご
み
」
に
混

ざ

っ
て

い
る
容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ

ッ

ク
を
「
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

プ
ラ

ス

チ

ッ
ク
」
に
分
け
る
こ
と
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
や
、
処
理
コ

ス
ト

の
低

減
に
つ
な

が
り
ま
す

。

左

の
要
領
を
確
認

の
上
、「
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
」

の

分
別

に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

■文具・がん具・趣味用品・日用品などのプラスチックおよ
びゴム製品

｢その他のプラスチック

などのごみ｣の日に出し

てください。

＜し ・歯ブラシ・ハンガー・

ゴム手袋・浮き輪・定規・筆箱

・ビデオテープ・カセットテー

プ・ペン類・おもちゃなど

協力店舗の回収ボックス

に入れてください。

※集団回収を実施している地域の人は、今までどおり出せます。

「
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
と
し
て
捨
て
ら
れ
た
ご

み
の
中
に
は
、
ま
だ
異
物
（
左
写
真
）
が
混
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

もう一度確認「プラスチック・ビニールごみの分別」

プラスチック・ビニール類のごみで容器や包装に使われていますか

テープ・靴・衣類などの異物が見ら

れます。

50cm 以上ですかきれいですか

30cm 以上ですか軽くすすぐなり拭き取ると

大部分の汚れが落ちますか

｢陶磁器ガラス

などのごみ｣ に

出してください

「粗大ごみ」に

出してください

｢その他のプラ

スチック｣に出

してください

｢リサイクルする

プラスチック｣に

出してください

ビン・缶・紙・ペットボトルなどの

異物が見られます。

Ｑ
　
ど
う
し
て
商
品
の
容
器
や

包

装
に
使
わ

れ
て

い
る
プ

ラ
ス
チ

ッ
ク
だ
け
を
集
め
る
の
？

Ａ
　
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

と
い

つ
法
律
を
基
に
分
別

を
区
分
し
て
い

る
た
め
で
す

。
こ

の
法
律
は

、
全
国
で
出

さ
れ
る
ご

み
の
う
ち
、
約
六

割
が
容
器
や
包

装

に
使

わ
れ
て
い

る
ご
み
と

い

つ

こ
と
に
着
目
し

、
な
ん
と
か
こ

の

ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
な
い

か

、
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
こ
と

が
で

き
な
い
か
と
い

つ
こ
と
で
作

にり
れ

ま
し
た

。

法
律
で
は

、
容

器
や

包
装
材
を

作

っ
て

い
る
祟
業

者
、
使
っ
て
い

る
事
業

者
に
リ
サ
イ
ク
ル
に
か
か

る
費
用

を
負

担
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
て
い

る
の
で
、
商
品
の
容
器
や

包
装
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
だ
け

を
集
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

Ｑ
　
値
段
の
シ
ー
ル
や
商
品
名

な
ど
の
ラ
ペ
ル
は
と
ら
な

く
て
は
だ
め
な
の
？

Ａ
ラ
ペ
ル
な
ど
は
取
ら
ず
に

そ
の
ま
ま
出
し
て
く
だ
さ

い
。

Ｑ
　
き
れ
い
に
し
て
出
す
っ
て
、

ど
の
く
ら
い

き
れ
い
に
し

た
ら
い
い

の
？

Ａ
　
肌
守
中
身
を
使
い
切
っ
て
。

調
味
料
や
ト
レ
ー
な
ど
は

軽

く
す
す
ぐ

程
度
、
お
菓
子

な
ど

の
袋
は
食
品

が
残
ら

な
い
よ

う
に

し
て

、
そ
の
ま
ま
洗

わ
ず
に
出

し

て

く
だ

さ
い
。
ま
た

、
納
豆
な
ど

の
容
器
で
洗

っ
て
も
な
か
な
か
落

ち

な
い
と

思
わ
れ
る
も
の
は

、
洗

わ
ず
に

「
そ

の
他

の
プ

ラ
ス
チ

ッ

ク
の
ご
み
」
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
食
品

等
が
中
に

残
っ
て
い
る
と

腐

敗
や
虫

が
発

生
す
る
な
ど

衛

生

面
で
支
障
と
な
り

ま
す
。

二
酸
化
愿

案
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
は
地

球
規

模
の
問
題
で
す
。

環

境
を
守

る
た
め
に
は
、
ご
み
の
焼
却
Ｅ
董
を
減
ら
し
て
い

く
こ
と
が

必
要
で

す
。
ご

み
の
分
別

収
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

。

小
中
学
校
観
光
絵
画
展
入
賞
作
品

市
長
賞
・
観
光
協
会
長
賞
を
展
示

今

年

も

市

内

の

小

・
中

学

生

か

ら

、

た

く

さ

ん

の

観

光

絵

画

作

品

が
寄

せ

ら

れ
ま

し

た

。

入

賞

作

品

（
市

長

賞

・
観

光

協

会

会

長

賞

）

を

次

の

と

お

り

展
示

し

ま

す

。

期

間
1
0
月
3
1
日

水

～
一
1
1
1
1

月
1
4

日

水
午

前

８

時
3
0
分

～

午

後

５

時
　

会

場

市
役

所

一

階

連

絡

通

烙◆

入

賞

者

〔
小

学

生

の

部

〕

市

唇

貝
―
島

田

茉

歩
（
北

部

小

）
、

福

田

卓

海
（
相

模

台

小

）
、
田

中

佑

樹
（
栗

ヶ

沢
小

）
、
有

田

尚

史

（
栗

ヶ

沢

小

）
、

宇

野

拓

真

（
南

部

小

）
、

泉

有

希

（
横

須

賀

小

）

観

光

協

会

会

長

賞

＝
横

尾

水

紀

（
南

部

小

）
、

柴

田

貴

瑛

（
南

部

小

）
、
松

本

結

花

（
中

部

小

）
、

山

内

涼

太
（
中

部

小

）
、
嶋

田

美

里
（
高
木

第

二

小

）
、
橋

本
え

り

か
（
稔

台

小

）
、
中

田

成

美

（
中

部
小

）

〔
中

学

生

の

部

〕

市
長

員
＝
渡

邉

太

郎（
第

四

中

）
、

江

口

智

美
（
第

四

中

）
、
正

木

理

恵
　（
第

三

中

）

観

光

協

会

会

長

賞

＝
染

野

彩

香

（
新

松

戸

北

中

）
、

中

里

奈

穂

子

（
小

金
北

中

）
　
　
　

〔
敬

称

略

〕

※

ほ

か

特

選

等

百

六

十

六

点

問
商
工
観
光
課
観
光
係
？
3
6
6
・
７
３
２
７

ご

み

ツ

ア

ー

私
た
ち

が
毎
日
出
し
て

い
る
ご

み

が
、
ど
の
よ
う
に
処
理

さ
れ
て

い
る
の
か
を
知

っ
て

い
た

だ
く

た

め
に
、
清
掃
施
設

の
見
学
会

を
毎

月
第
二
水
曜
日
に
行

い
ま
す

。

対
象

車
内
在
住

の
人

（
乳
幼
児

の
参
加

は
不
可
）
　

時
間

午
前
８

時
5
0分
～
正
午
　

コ

ー
ス
市

役
所

地
下
玄
関
集
合
～
日
暮

ク
リ
ー
ン

セ

ン
タ
ー
～
資
源
リ
サ
イ

ク
ル
セ

ン
タ
ー
～
和
名

ケ
谷

ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
～
市

役
所

解
散
　

定
員
先

着
二
十
人

（
申
し
込
み
人

数
が
十

人
未

満

の
場

合
は
中

止
し

ま
す

。

十
人
以
上

の
団
体

は
ご
相
談
く
だ

さ
い
）
　

茜
用

無
料

※
現
在
1
1
1
1

月
1
4日

・
1
2月
1
2日
分

を
受
け
付
け
て

い
ま

す
。

圃

見
学

百
望
日
の
五
旦

剛
ま
で
に
、

電
話

で
環

境
計
画
課

？
3
6
6
・
7
3

3
2

へ

「

歌

の

町

」
の

放

送

時

間

が

変

わ

り

ま

す

防
災

行

政
用

無

線
局

の
試

験

放

送
と

し

て

流
し

て

い
る
「
歌

の

町

」

の

放

送

時

間

が

、
一
1
1
1
1

月

１
日

～
平

成
1
4
年

１

月
3
1
日

の

間

、

午

後

４

時
3
0
分

に

な

り

ま

す

。

圖

防

災

課

？
3
6
6・
7
3
0
9

パ

ー

ト

保

健

婦
（
士

）
助

産

婦

を

募

集

対

象
保
健
婦

壬

）
・
助
産
婦
有

資

格
者

業
務
内
容
保
健
婦
（
古

＝
検

診
・
相
談
業
務
・
家

庭
訪
問
、

助

産
婦

＝
家
庭
訪
問

※
市

内
の
医

療
機
関
に
勤
務
し
て

い
る
人

は
ご
遠
慮
ぐ
だ
さ

い
。

圖

保
健
福
祉
課
保
健
係

？
3
6
6
・
７

４
８
６
、
介
護
支
援
課
？
3
6
6
・
７
３
７
０

納
期
内
の
納
付
に
ご
協
力
を

1
0月
3
1日
水
は
市
県
民
税
（
第

三
期
）
の
納
期
限
で
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

固
収
納
課
？
3
6
6
・
7
3
2
5

二

〇

〇

二

年

版

「

県

民

手

帳

」

予

約

を

受

け

付

け

ま

す

価

格

ポ

ケ

ッ

ト

判

（
1
2
・

５

惣

×

７

・

７

驚

）

三

百

五

十

円

、

中

型

判

（
1
4
・

Ｏ

惣

×

９

・
４

言

五

百

五

十

円

圃

１１１１
１１
月

６

囗

㈹

ま

で

に

、

電

話

で

総

務

企

画

本

部

総

務

課

統

計

係

？

3
6
6・
ｏ
ｏ
Ｏ
ｒ
Ｊ
冖
０

へ

市

立

保

育

所

臨

時

職

員

（
保

育

士

）

登

録

者

を

募

集

臨
時
職
員
と
し
て
登
録
し

（
随

時
受
け
付
け
）
、
市
内
公
立
保
育
所

で
必
要

が
生
じ
た
場
合
に
連

絡
し

ま
す
。

職
種
保
育
士
　

対
象
保
育
士

資

格

が
あ
る
人
　

勤
穗

靆
時
月
～

金

曜
日

＝
午
前
９
時
～
午
後
４
時

、

土
曜
日

＝
午
前
９
時
～
午
後
Ｏ
時

3
0分

圖

保
育
課

？
3
6
6
・
7
3
5
1

公
団
の
空
家
賃
貸
住
宅
の
入

居
者
を
募
集

都
市
基
盤
整
備
公
団
で
は
、
入

居
者
の
募
集
を
年
四
回
行
っ
て
い

ま
す
。

①
1
0月
2
5日
～
Ｈ
月
1
0日
②
１
月

2
5日
～
２
月
1
0日
③
４
月
2
5日
～

５
月
1
0囗
④
７
月
2
5日
～
８
月
1
0

※
詳
細
は
、
募
集
案
内
書
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

昌
都
市
基
盤
整
備
公
団
募
集
セ
ン

タ
ー
松
戸
案
内
所
？
3
6
7
・
5
2
2
1

自
動
車
事
故
で

重
度
後
遺
症

と
な
ら
れ
た
人
へ
介
護
料
を

支
給
し
ま
す

要
件
目
賠
責
保
険
に
よ
る
後
遺

障
害
等
級
が
「
一
級
三
号
」
ま
た

は
「
一
級
四
号
」
の
人
（
常
時
介

護
）
、「
二
輯
二
号
」
ま
た
は

三

級
四
号
」
の
人
（
随
時
介
護
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

固
自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
千

葉
支
所
？
0
4
3
・
2
2
4
・
5
7
1
3

■ペットボトル

Ｑ
＆
Ａ

リ
サ
イ
ク
ル
す
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

プラス
チック

『
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
の
異
物

の
現

状
（
プ
ラ

ス
チ

ッ

ク

菷
み

砂
捨

て

ら

れ
方

）

｢ 陶磁器・ガラスなどのごみ｣の日には、｢燃やせるごみ｣は出せなくなりまし

たのでご注意ください。

飲料用・しょうゆ用・お酒用

・みりん用
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戸定邸と庭園ガイドツアー
戸定邸と庭園を学芸員が

説明しな がらご案 内し ま

す。普段は立ち入りをご遠

慮いただいている戸定邸庭

園の散策や戸定邸内の未公

開部分石見学します。

日時11 月１１日(日卜25 日

地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
二
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成

1
3年
７
月
1
9日
付
け
を
も
っ
て
提

出
さ
れ
た
「
松
戸
市
職
員
措
置
請

求
書
」
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
監
査
を
実
施
し
た

の
で
、
そ
の
結
果
の
概
要
を
次
の

と
お
り
公
表
し
ま
す
。

平
成
1
3年
９
月
1
4日

松
戸
市
監
査
委
員

中
西

務

同
　
　
　

川
村
幸
信

同
　
　
　
　
松
崎
国
忠

同
　
　
　
　
岡
本
和
久

各午前10時～11時　定員吝先着40人　費用無料

圃電話で戸定歴史館？362 －2050 へ

戸 定歴 史 館案 内図
『戸定寄席』

明治17 年建設の戸定邸。旧大名家の風

格を今に伝えるこの邸宅で古典落語を鑑

賞してみませんか。今年は「旅」をテー

マに古典落語をお届けします。

監
査
の
実
施

松
戸
市
職
員
措
置
請
求

●松戸駅東口下車徒歩10 分

●松戸駅西口から京成バス｢ 梨香台団地行

き｣｢ 東松戸病院行き且 聖徳学園行き耳 国

分経由市川駅行き｣ で戸定 館下車

日時11 月17 日出午後2時～3 時　会場戸定邸客間

演題柳亭燕路師匠「抜け雀」、ニツ目・柳家三三「三

人旅」　定員50人（抽選）　費用500 円

圃11 月１日困〔消印有効〕までに、往復ハガキに住所・

氏名・電話番号を記入して、〒271 －0092 松戸市松戸

714 の1　戸定歴史館（？362 －2050 ）へ

文
化
財
史
跡
め
ぐ
り

文

化

財

や

史

跡

を

見

て

歩

き

ま

せ

ん

か

日

時
：
1
1
月

５

日

丱

・
1
3
日

㈹

・
1
4日

水

・

2
2日

困

各
午

前

９

時
3
0
分

市

役

所

地

下

玄

関

集

合

、

午

後

４

時

解

散

予

定

こ
　む
そ
う
　
　ぃ
ち
げっ
じ

コ

ー

ス
…

市

役

所

～

虚

無

僧

寺

一
月

寺

跡

～

玉

屋

（
小

金

宿

の

旅

篭

）

～

小

金
宿

本

陣

跡

～

束

敗

争
～

本

土

寺

参

道

～

東

平

賀

貝

塚

～

小

金
北
市

民

セ

ン

タ

ー

（
昼

食

）

～

本

土

寺

１
請
求
要
旨
の
概
要

松
戸
市
の
市
長
等
は
、
市
の
元

収
納
課
職
員
が
市
民
税
等
を
横
領

し
た
犯
行
を
知
り
な
が
ら
懲
戒
権

を
放
棄
し
、
給
料
等
を
支
払
っ
た

こ
と
は
、
違
法
な
公
金
の
支
出
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
違
法
に
支
払
わ

れ
た
給
料
等
九
百
十
一
万
円
を
市

長
等
か
ら
松
戸
市
へ
の
返
還
を
求

め
て
監
査
請
求
す
る
。

～
万
満
寺
～
市

役
所

対

象
：
市

内
在
住

・

在
勤

の
人

定
員
…
各
二
十
人
（
抽

選
）

持
ち
物
・：
昼
食

費
用
…
無
料

※
マ
イ

ク
ロ

バ
ス
で

玉 屋 （小 金宿 の旅 篭）

移
動

（
た
だ
し
虚
無
僧
寺
一
月
寺
跡
か
ら

本

土
寺

ま
で
は
徒
歩
）

※
車

で
の
来
庁
は
ご
遠
慮
ぐ
だ
さ

い
。

匣
1
0月
3
0日
㈹

〔
必
着
〕
ま
で
に
、
往
復
（

ガ
キ
に
参

加
す
る
人

（
一
枚
で
二
人
ま
で
）

の
住
所

・
氏
名

・
年
齢

・
性
別

・
電
話
番
号

・
希

望
日
（
第
二
希
望
ま
で
）
を
記
入
し
て

、

干
2
7
1
－
8
5
8
8

松
戸
市
根
本
三
五
六
　

松

戸
市
教
盲

責
員
会
社
会
教
育
課
文
化
財
係
（
？

3
6
6
・
7
4
6
2

）
へ

２
監
査
の
方
法

松
戸
市
長
か
ら
関
係
書
類
の
提

出
を
求
め
る
と
と
も
に
、
関
係
者

か
ら
事
情
を
聴
取
し
、
監
査
を
実

施
し
た
。

３
監
査
の
結
果

監
査
委
員
は
、
次
の
と
お
り
判

断
し
た
。

へ
報
告
せ

ず
、
作
為
的
に
隠
ぺ

い

黙

認
を
行

っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。

②
「
公
金
横

領
の
事
実
を
知
り
な

が
ら
、
懲
戒

処
分
を
行

わ
ず
、
依

願
退
職

を
承
認
し

た
事

実
が
あ
る

か
に
つ

い
て
」

懲
戒
権
等
を
担
任
す
る
総
務
企

画

本
部
は
、
元
職
員

が
当
然
懲
戒

免

職
処
分
と
な
る
こ
と
を
知
得
し

な
が
ら
、
決
裁
権
者
に
真
実
を
報

告
せ
ず
、
元

職
員
の
依
願
退
職
を

認
め
さ
せ
た
事
実

が
あ
り
、
こ

の

こ

と
は
、
地
方
公
務
員
法
及
び
刑

事
訴

訟
法
の
該
当
条
文
に
照
ら
し

違
法
行
為
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
。

剛
「
公
金
横
領
事
件
を
隠
ぺ
い
し

た
事
実
が
あ
る
か
に
つ
い
て
」

元
職
員
に
よ
る
公
金
横
領
の
事

実
を
確
認
し
な
が
ら
、
財
務
本
部

は
、
平
成
1
2年
４
月
よ
り
、
ま
た

総
務
企
画
本
部
に
お
い
て
は
、
財

務
本
部
か
ら
報
告
を
受
け
た
平
成

1
3年
２
月
以
降
、
横
領
事
実
が
明

ら
か
に
な
る
ま
で
、
市
長
、
助
役

㈲
「
公
金
横
領
事
件
を
隠
ぺ
い
し

た
事
実
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
元
職

員
に
対
し
、
そ
の
期
間
に
支
払
っ

市立博物館でシルクロード・コレクションを公開
20年ほど前に松戸市で収集し、現在、市立博物館に保管しているシルク

ロードに関係した資料約40点を順次公開しています。

現在エントランスホールで、仏陀の生涯の物語の中で、「托胎霊夢」（マ

ーヤー夫人が後に仏陀となる王子を身ごもる場面）、「誕生」（マーヤー夫人

が王子を出産する場面）、「訣別」（出家を決意した太子が妻と別れる場面）、

「出城」（太子が愛馬に乗り、従者を従えて、城を出ていく場面）を描いた

破風形浮彫（レリーフ）を展示しています（観覧無料）。

固市立博物館？384-8181 破風形 浮彫

た
給
料

、
期
末
手
当

、
勤
勉
手
当

及
び
退
職
手
当

は
違
法

な
公
金
の

支
出
に
当
た
り

、
市
長

等
は
、
こ

の
相
当
分
の
損

害
賠
償
責
任
が
あ

る

か
に
つ

い
て
」

困
及
び
②
で
判
断
し
た
と
お
り
、

本
市

と
し

て
、
太
来

と
る
べ
き
適

正

な
措
置

を
せ
ず
、
違
法
行
為
を

長
期
間
行

い
、
元

職
員
に
給
料
、

退
職
手
当
等

を
支
給
し
た
こ
と
は

到
底

許
さ
れ
る
べ
き
行

為
で
は
な

く

、
当

然
に
法

令
違
反

と
な
り
、

違
法

に
公
金

を
支
出
し
た
も
の
と

判
断

す
る
。

よ
っ
て
、
違
法
に
支
出
さ
れ
た

公
金

に
つ

い
て
は
、
税
（
収
納
）
担

当

の
前
課

長
、
前
部
長
、
前
本
部

長
及

び
人

事
担
当
の
前
課
長
、
元

本
部
長

の
五
名
の
職
員
は
、
損
害

賠

償
を
行

ユ

貝
務
が
あ
る
。

狂

牛

病

の

発

生

に

よ

り

影

響

を

受

け

て

い

る

中

小

企

業

へ

の

県

制

度

融

資

狂
牛

病
の
発
生

に
よ
ひ

売
り

上

げ
に
影
響
を
受
け
て

い
る
県

内
中

小
企
業
を
対
象

に
、
県

制
度
融
資

の
特
別
枠
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

対
象
業

種
食
料
品

製
造
・
卸
売

・
小
売
業

、
飲
食
店

、
飼

料
製
造

・
卸
売

・
小

売
業

な
ど
　

資
金
使

途
運

転
資
金
　

融
資
限
度
額
中
小

企
業
三
千
万
円
以
内

・
組
合
六
千

万
円
以
内
　

利

率
年
二

・
〇
％

融

資
期
間
七
年
以
内

圃
平
成
1
4年
３
月
2
9日

窗
ま
で
に
、

商
工
会
議
所

、
商
工

会
、
県
内
に

本
宮

店
の
あ
る
銀

行
・
信
坩
金
庫
、

信
用
組
合

、
商
丁

甲
金
へ

※
詳
細

は
各

融
資
申
し
込
み
先
で

固
県
庁
経
営
支
援
課
？
0
4
3
・
2
2
3
・
２
７
０
７

届

出

済

証

が

張

ら

れ

た

「
は

か

り

」

に

つ

い

て

計
量
法
は
平
成
５
年
Ｈ
一
月
に
改

正

さ

れ
、
新
た
に
電
気
式

の
「
は

か
り
」

が
検
査
対
象
に

な
っ
て

い

ま
す

。

改
正
以
前
に
作
ら

れ
た
電
気
式

の
「
は

か
り
」
に
は
、
検
定
証
印

の
代
わ
り
に

届
出
済
証
シ
ー
ル

「
届

出

済

証

」

を

張

り

、

使

用

期

限

を

設

け

て

取

り

引

き

や
証

明

に

使

用

で

き

ま

し

た

が
、

そ

の
使
用
期
限

は
平
成
1
3年
1
0月
3
1

日

則
ま
で
と

な
っ
て

い
ま
す

。
ご

注
意
く

だ
さ
い
。

圖
消
費
生
活
課
計
量
係
？
3
6
6
・
５
１
５
０

個
人
市
政
見
学
会
を
実
施
し
ま
す

Ｈ
月
1
3日
㈹
午
前
９
時
3
0分
市
役
所
正
面
玄
関
前
集
合
　
コ
ー
ス

市
役
所
～
市
立
博
物
館
～
和
名
ケ
谷
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
昼
食
と

見
学
）
～
消
防
局
～
市
役
所
（
午
後
３
時
解
散
予
定
）
　
定
員
先
着

二
十
二
人
　
持
ち
物
昼
食
（
食
堂
等
は
あ
り
ま
せ
ん
）
　
杤
乕
無
料

※
申
し
込
み
が
三
人
以
下
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

圃
電
話
で
広
報
課
？
3
6
6
・
7
3
2
0
へ

ま
た
市
長
、
助
役
に
つ
い
て
も

補
助
機
関
た
る
職
員
を
指
揮
、
監

督
す
る
量
咼
の
責
務
を
有
す
る
こ

と
か
ら
、
同
様
に
損
害
賠
償
に
つ

い
て
、
応
分
の
負
担
を
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
地
方
自

治
法
第
二
百
四
十
二
条
第
三
項
の

規
定
に
棊
づ
き
、
市
長
に
勧
告
し

た
も
の
で
す
。

（
市
長
に
対
す
る
勧
告
要
旨
）

隠
ぺ
い
・
黙
認
行
為
に
よ
り
、

元
職
員
に
違
法
に
支
払
わ
れ
た
給

料
・
退
職
手
当
等
（
平
成
1
2年
４

月
1
4日
か
ら
平
成
1
3年
５
月
3
1日

ま
で
）
の
総
額
九
百
五
十
八
万
四

千

一
百
二
十
円
を
当
該
職
員
五
名

及
び
市
長
、
助
役
は
損
害
賠
償
金

と

し

て
市

に
返

還

さ

れ

た

い
。

勧

告

に

対

す

る

市

長

の

措

置

結

果

に

つ

い

て

平

成

Ｂ
年

９
月
1
4
日

付

け

で

、

監

査

委

員

か

ら

勧

告

を
行

っ
た

損

害
賠

償
金

の
返

還

に

つ

い
て

、
市

長

、
助

役

及

び
当

該
職

員

五

名

に

よ
り

損

害

賠

償
金

の

総

額

九
百

五

十

八
万

四
千

二

百

二

十
円

を
平

成

1
3年
1
0
月
1
1
1
1

一
日

に

、

本
市

に

対

し

返

還

措
置

を
行

っ
た

旨

が
平

成
1
3

年
1
0
月
1
2
日

付

け

で

、
市

長

よ

り

監

査

委

員

へ
通

知

が
あ

り
ま

し

た

。

※

監

査

結

果
及

び

勧

告

に

対

す

る

市

長

の

措

置

結

果

の

全

文

に

つ

い
て

は

、
行

政

資

料

セ

ン

タ

ー

で

閲

覧

が

で

き

ま

す

。

圖
監
査
委
員
事
務
局
？
3
6
6
・
７
３
８
５

原

爆

被

爆

者

二

世

健

康

診

断

期
間
半
成
1
4年

３
月
1
0日

㈲
ま

で
　
対
蹶
原
爆
菰
握
署

の
実
子
で
、

県
内
に
住
所
を
有
し
、
受
診
を
希

望
さ
れ
る
人

必
受

診
希
望
者

が
多
数

の
場
合
は

昨
年
度
未
受
診
者
を
優
先

※
受

診
医
療
機
関
に

つ
い
て
は
申

し
込
み
後
に
通
知

。
検
査

の
種

類
に
よ

っ
て
は
一
部
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

圃
平

成
1
4年
２
月
1
5日

原
〔
必
着
〕

ま
で
に
、
（

ガ
キ
に

「
健
康
診
断

希
望
」

・
住
所

・
氏
名

・
電
話
番

号

・
生
年
月
日

・
被
爆
者
で
あ

る

親
の
氏
名

・
住
所

・
被
爆
者
手
帳

番
号
を
記
入
し
て
、

干
2
6
0
－
8
6

6
7
千
葉
市
巾
央

区
市
場
町

一
の

一
　

千
葉
県
健
康
福
祉
部
社
会
福

祉
課
援
護
恩
給
班

（
？
0
4
3
・
2
2
3
・

２
３
４
９
）
　
　
へ

会

議

を

公

開

し

ま

す

会議名 日　時 会　場 定員 申し込み 担当課

松戸市教育改革
市民懇話会

10/30(火)
午後６時30分
から

市役所新館７階
会議室

15人
(抽選)

当日午後6時～6時
20分の間に市役所
新館8階会議室で

教育委員会企画
管理室
？366 －7455

少年センター運
営協議会

11/7 ㈲
午後2時から

京葉ガスＦ松戸
ビル６階会議室

先着5人 当日会場で
こども課少年セ
ンター
？366 －7464

学童保育基盤整
備検討委員会

11/1休)・26(月)
吝午後７時～9
時

市役所議会棟3
階特別委員会室

各先着20

人程度
電話で担当課へ

児童福祉課家庭
支援係
？366 －7347

古典落語鑑賞会

住
民
監
査
請
求
の

。
結
果
を
公
表
し
ま
す
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［
］
無

農

薬

野

菜

生

産

者

と

の

交

流

会

1
1
1
1

一
月
1
0
日

出

午

後

Ｏ

時
3
0
分

市

役

所

地

下

玄

関
前

集

合

～

は

場

見

学

～

消

費
者

と

生

産

者

の

意

見

交

換

（
東

部

ス

ポ

ー

ツ

パ

ー

ク

）

～

市

役

所

午

後

５

時
3
0
分

帰

着

予

定

対

象

消
費

者
　

定

員
先

着

五

十

人

春
甬

無

料

圃
1
0
月
3
1
日

水

ま

で

に

、

電

話

で

松

戸

市

農

業

協

同

組

合

指

導

課

？

3
4
1
・
５
１
５
１
へ

「

」
流

山

青

年

の

家

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

「
み

ん

な

で

ふ

れ

あ

い

ゆ

た

か

な

ま

ち

づ

く

り

」

1
1
1
1

一
月

４
日

㈲
午

前
1
0
時

～

午

後

２

時

会

場
千

葉

県

立

流

山

青

年

の
家

（
流

山

市

）
　

内

脊

首
楽

・

踊

り

等

の

舞

台
発

表

・
ク

ラ

フ

ト

等

の
手

づ
く

り

コ

ー

ナ

ー

・
模

擬

店

ほ

か

圈

千

葉

県

立

流

山

青

年

の

家

？
０

４
７
１
・
5
9
・
２
０
０
４

［
］
食

文

化

で

国

際

交

流

！

水

餃

子

と

中

華

ま

ん

じ

ゅ

う

Ｈ一
月
1
0日
出
午
前
1
0時
～

午
後

Ｏ
時
3
0分

会
場

市
民
会
館

対

象
小
学
三
年
生
以
上
中
学
三
年

生

ま
で
の
親
子
　

講
師

未
如
芳
氏

定
員
先
着
七
組
　

費
用

一
組

五
百

円

（
材
料
費
）

圃
電
話

で
青
少
年
会
館

？
3
4
4
・
8

5
5
6

へ

Ｄ

Ｓ

Ｔ

Ｒ

Ｅ

Ｅ

Ｔ
　

Ｂ

Ａ

Ｓ

Ｋ

Ｅ

Ｔ
　

Ｂ

Ａ

Ｌ

Ｌ

～

３

０

Ｎ

３

＆

Ｆ

Ｒ

Ｅ

Ｅ
　

Ｓ

Ｔ

Ａ

Ｇ

Ｅ１１
１１
月

４

日

㈲
午

後

１

時

～

６

時

会

場

青

少

年

会

館

内

容
ニ

リ

ー

グ
制
（
中

学

生

、
高

校
生

以

上

）
の

ト

ー
ナ

メ

ン
ト

ー
ユ

ニ

フ

ォ

ー

ム

ド

レ

ッ
サ

ー
賞

・
フ

リ

ー

ス

ロ

ー

ス
リ

ー

ポ
イ

ン

ト
チ

ャ

ン

ピ

オ

ン

な

ど

の
楽

し

い
企

画
　

対

乖

中
学

生

以

上

三

十

歳

ま

で

の

人
　

定

員

各

リ

ー

グ
十

六
チ

ー

ム

（

一
チ

ー

ム
三

人

以

上

）
　

眥

拑
無

料

圃

電

話

で

青

少

年

会

館

？
3
4
4・
8

5
5
6

へ

「
」
シ

ャ

ボ

ン

玉

博

士

Ｈ一
月
３
日

溌
午

後
２
時
～
２
時

4
5分

会
場

森
の
ホ
ー
ル
2
1
　内

容
シ

ャ
ボ
ン
玉

を
題
材
に
し
た
小

さ
い
お
子

さ
ん
も
楽

し
め
る
シ
ョ

ー

碆
乕

千

二
百
円

圖
松
戸
子

ど
も
劇
場

・
青
木
？
3
8
6

・
９
１
５
４

［

］
映

画

「

ア

イ

ー
ラ

ヴ

・

フ

レ

ン

ズ

」

一
1
1
1
1

一
月

８

日

困

午
前
1
0
時
3
0
分

か

ら

・
午

後

２

時

か

ら

・
午

後

６

時

3
0分

か

ら

会

場

市

民

会

館

内

窒

凩
都

を

舞

台

に

、

ろ
ケ

者

の

ヒ

ロ
イ

ン

が
活

動

的

な

現

代

女

性

を

演

じ

る

ヒ

ュ

ー

マ

ン

映

画
　

ｔ
囂
拑

千

五

百

円

（
前

売

り

千

二

百

円

）
、

子

ど

も

千

円

奈
詳

細

は

お
問

い

合

わ

せ

を

圖
手

話

サ

ー

ク

ル

ゆ
う

か
り

の
会

・
太

田

？

囲
3
8
5・
0
8
5
7

「

」
常

盤

平

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

文

化

サ

ー

ク

ル

作

品

展

示

会

‥1
1
1
1

一
月

３

日

㈲

・
４

囗

㈲

午
前

９

時

～

午

後

４

時
　

会

場

常

盤
平

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー
　

出

展

ク

ラ

ブ

華

道

・
書

道

ほ

か

ｍ

常

盤
平

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

？

3
8
6
・
0
2
0
1

［

］
盲

導

犬

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

コ

ン

サ

ー

ト

1
1
1
1

一
月

４

日

㈲

午

後

５

時
3
0
分

開

演
　

会

場

市
民

会

館
　

内

容

テ

ナ

ー
第

一
人

者

・
中

村

誠

一

と

ジ

ャ

ズ

界

の
ト

ッ

プ

ド

ラ

マ

ー

・
ジ

ョ

ー

ジ

川

口

の
共

演
　

春
用

Ｓ

席

三

千

円

、

Ａ

席

二

千

五

百

円

、

自

由

席

二

千

円

圖
盲

導

犬

を
普

及

さ

せ

る

会

事

務

局

？
3
8
7・
4
3
2
2

［
］
松

養

祭

1
1
1
1

一
月
1
0
日

出
午

前

９

時
3
0
分

～

正

午

ご

１１一
日

㈲
午

前

９

時
3
0
分

～

午

後

２

時
3
0
分

会

場
松

戸

養

護

学

校
（
栗

ヶ

沢

七

八

四

の

一
七

）

内

容
小

・
中

学

部

、

高

等

部

企

画

＝
劇

発

表

・
模

擬

店

・

ゲ

ー

ム

・

作

品

展

示

ほ

か

圖
千

葉
県

立
松

戸

養

護

学

校

？
3
8
8

・
２
１
２
８

［
］
相

模

台

学

童

ま

つ

り

Ｈ
一
月

３
日

㈲
午
前
1
0時
～
午
後

１
時
〔
雨
天

の
場
合

は
４
日

㈲
〕

会

顎

怛
俣
台
學
童
保
育

酊
広
場
（
松

戸
二
二

八
四

の

匸
　

内

容
手
話

コ

ー
ラ
ス

・
模
擬
店

・
バ
ザ
ー
等

固
相
模
台
学
童
保
育
所
？
3
6
2
・
８
６
０
４

［
］
ソ

シ

ア

ル

ダ

ン

ス

で

健

康

増

進

を

Ｉ
。

Ｈ
一
月
７
日
～
1
2月
1
9日

の
毎
週

水
曜
日

〔
全
七
回
〕
正

午
～
午
後

１
時
　

会
場
小

金
市

民
セ

ン
タ
ー

対

象
初
心
者
　

春
用

一
回
三
百
円

圖
ス

バ
ル

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

・
大

場

？
3
4
5
・
2
3
7
7

［
］
自
然
発
見
！
ウ
オ
ー
ク
ラ

リ

ー

を

楽

し

も

う

！

1
1
1
1

一
月
1
0
日

出
午

前
1
0
時

～

正

午

会

場
2
1
世

紀

の
森

と

広

場
　

内

容

ウ
ォ

ー

ク

ラ
リ

ー
　

定

員

先
着

十

五

組

（
親
子

・
友

だ

ち

等

の
二

～

五

人

の

グ
ル

ー

プ
　

眥

拑
無
料

圃
電

話

で

メ

ン

バ

ー
全

員

の

氏

名

・
住

所

を

常

盤

平

児

童

福

祉
館

？

3
8
7
・
3
3
2
0

へ
（
月

曜

休

館

）

Ｄ

Ｋ
－

Ｄ

Ｓ

マ

マ

「

リ

サ

イ

ク

ル

バ

ザ

ー
」

幵一
月
1
0日

出
午
前
1
0時
～
午

後

３
時
〔
雨
天

の
場
合
は
Ｈ
日

㈲
〕

龠
場

松
戸
駅
西
口

ふ
れ
あ

い
通
り

※
出
店
者
を
募
集
し
て

い
ま
す

。

圃
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
Ｋ
Ｉ

Ｄ
Ｓ

マ
マ
・
佐
藤

？

囲
3
8
9
・
1
4

3
6

へ

［
］
登

山

初

級

妙

義

山

紅

葉

紀

行

1
1
1
1

一
月
1
0
日

田

午
前

６

時
3
0
分

新

松

戸

駅

前

出

発

（
午

後

７

時
3
0
分

帰

着

）
　

行

き
先

妙
義

山

（
群

馬

県

）
　

内

谷

妙
義

山

の

お

中

道

を

紅

葉

に
浸

り

な

が

ら

約

三

時

間

歩

く

対

象

六
十

歳

未

満

の

人

定

員
先

着

二

十

五

人
　

費

用

四
千

五

百

円

（
貸

切

バ

ス

・
保

険

代

を

含

む

）
圃

電

話

で

山

遊

塾

・
永

田

？
3
4
3・

6
1
3
9

へ

（
夜

間

の
み

）

［

］
矢

切

ギ

タ

ー

ク

ラ

ブ

発

表

会

い１１一
月
1
1
1
1

一
日

㈲

午

後

２

時

か

ら

会

場

矢

切

公

民

館
　

費

用

入

場

無

料固

山

名

？
3
4
3・
1
9
9
6

［
］
フ

リ

ー

マ

ー
ケ

ッ

ト

1
0月
2
8日

㈲
午
前
1
0時
～
午
後

３
時

〔
雨
天

の
場
合
は
いＨ
月
３
囗

㈲
〕
　

会
場
伊

勢
丹
恰

尸
店
前
広

場圖
リ
サ
イ

ク
ル
運
動

推
進
事
業
協

会
関
東
第
二
支
部
？
0
4
8
・
8
3
8
・
８
３
０
９

「
」
矢

切

公

民

館

合

同

作

品

展

1
0月
3
1
日

水
～
1
1
1
1

一
月

５

日

丱
午

前
1
0
時

～

午

後

４

時

（
初

日

は
正

午

か

ら

、

最

終

日

は

午

後

２

時

ま

で
）
　

会

場

矢

切

公

民

館

内

容

絵
画

・
木

彫

・
書

道

・
陶

芸

等

圖
公

民

館

？
3
6
8・
1
2
1
4

「
」
松

戸

ギ

タ

ー

ク

ラ

ブ

定

期

演

奏

会

い
1
1
1
1

一
月
1
0
日

出
午

後

１

時
3
0
分
～

４

時

会

場

市
民

劇

場

内

容

ビ

ー
ト

ル

ズ

か

ら

バ

ッ
（

、

モ

ー

ツ

ァ
ル

ト

そ

し

て

ス

ク
リ

ー

ン

ミ

ュ

ー
ジ

ッ

ク
を

ア
コ

ー

ス

テ

イ

ッ

ク

ギ

タ

ー
で

演

奏
　

春
用

無

料

固
松

戸

ギ

タ

ー

ク

ラ

ブ

・
飯

島

？

3
4
4
・
5
1
3
6

（
夜

間

の
み

）

［
］
松

戸

交

通

安

全
母

の

会
「

交

通

遺

児

援

護

バ

ザ

ー

」

Ｈ
月
３
日

撮
午
前
1
0時
～

午
後

２
時

会
場
市
民
会
館

問
安
全
課
市
民

安
全
係
？
3
6
6
・
７

【

】
食

生

活

講

座

日 時 内　 容

11/ 7(水)
午前

10時～

午

後１

時30

分

11月21

日

出は

正
午
ま
で
）

健康と食生活について（お話）

スピード料理（実習）

14 ㈲

家族そろ って生活習慣病を予防

しよう パート１（お話）

野菜をいっぱい食べよう （実習）

21 ㈲

健康づ＜リと 運動・休養匚つい

て（お話）

手軽にできるヨガ（実技）

28(tK)

家族そろ つて生活習慣病を予防

しよう パート２（お話）

カルシウムを上手にとろう（実習）

会
場
常
盤
平
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
　
対
象
本
講
座
を
初
め
て
受
け

る
人
　
定
員
先
着
三
十
人
　
持
ち

物
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・
ふ
き

ん
・
筆
記
用
具
　
費
用
無
料

圃
電
話
で
常
盤
平
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
？
3
8
4
・
1
3
3
3
へ

［

］
松

戸

栄

暮

ら

し

の

相

談

と

ミ

ニ

教

室

①

介

護

＝

Ｈ
一
月

５

日

丱

・
1
9
日

丱

②

税

務

＝
1
1
月

６

日

㈹

・
2
0
日

天

③

年

金

Å

‥１１
月

９

日

次

・
1
6
日

次

④

法

律

＝

Ｈ
一
月
1
3
日

天

・
2
7
日

天

・
3
0
日

次

⑤

財

産

形

成

＝

Ｈ

月

１

日

米

・
７

日

則

・

８

日

困

・
1
0

日

出

・
1
5
日

米

・
2
2
日

水

・
2
4
日

田

・
2
6
日

側

・
2
8
日

水

※
1
1
1
1

一
月
2
8
日

水

に

松

戸

南

郵

便

局

で

「
法

律

≒

介

護

」
の

相

談

が

あ

り

ま

す

。

固

松

戸

栄

暮

ら

し

の

相

談

セ

ン

タ

ー

？
3
6
0・
（
ｈ
）
β０
１

９
い】
　
　
　
゛

［
］
秋

の

自

然

発

見

ク

イ

ズ

ラ

リ

ー

’旧
剄一
世

紀

の

森

と

広

場

Ｈ
月
1
0日
出
午
後
１
時
か
ら
「
広

場

の
橋

」
の
下

で
受
け

付
け

（
受

け
付
け
順

に
ス
タ
ー
ト
）
、
午
後
３

時
終
了
予
定
　

会
場
2
1世

紀
の
森

と
広
場
　

啓
笛
ツ

チ

ー
ム
二
百
円

謂
東
葛
し
ぜ
ん
観
察
会
・
渋
谷
？

3
4
8
・
7
9
7
7

［

］
酒

の

悩

み

ご

と

相

談

・

酒

害

家

族

教

室

（
予

約

制

）

い‥１１一
月

１

日

困

・
1
5
日

本

①

相

談

＝

午

後

１

時
3
0
分

～

３

時

⑦

教

室

＝

午

後

２

時
3
0
分

～

４

時
3
0
分

会

場

松

戸

保

健

所
　

内

容

①

ア

ル

コ

ー

ル

の

飲

み

方

に

心

配

の

あ

る

人

ま

た

は

そ

の

家

族

を

対

象

に

専

門

医

師

・
精

神

保

健

福

祉

相

談

員

・

保

健

婦

が

相

談

に

の

る

②

ア

ル

コ

ー

ル

依

存

症

を

抱

え

る

家

族

同

士

の

勉

強

と

話

し

合

い
　

春
用

無

料圖

松

戸

保

健

所

精

神

保

健

福

祉

課

？

3
6
1
・
２
１
２
１

「

」
エ

イ

ズ

に

関

す

る

相

談

・

Ｈ

‐

Ｖ

抗

体

検

査

１１
月

１

日

本

・
1
5
日

水

各

午

後

２

時

～

３

時
　

結

果

交

付

十

三

日

後

会

場

松

戸

保

健

所

費

用

無

料圖

松

戸

保

健

所

疾

病

対

策

課

？
3
6
1

・
２
１
２
１

「
」
チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

出

店

者

を

募

集

い
1
1
1
1

一
月
H
1
1日

㈲
午

前
1
0
時

～

午

後

２

時

〔
雨

天

の
場

合

は
1
8
日

㈲
〕

会

場

ク

リ

ー

ン

セ

ン

タ

ー
内

公

園

（
高

柳

）
　

募

集
数
五

十

区

画

（
抽

選
）
　

眥

拑
一
区

画

千
円

※

駐

車

場

が
少

な

い
た

め

荷

物

搬

入

後

、

車

を

戻

せ

る
人

を

希

望

圉
1
0
月
3
0
日

㈹
〔
消

印

有

効

〕

ま

で

に

、

往

復
（

ガ
キ

で

干
2
7
0
－
2

2
0
3

松

戸

市

六

高

台

九

の

一
三

四

の
四
　

諸

角

由

美

（
？
3
8
6・
4

4
9
5

）
へ

【
】
－

Ｔ

ボ
ラ
ン

テ

ィ

ア

を
募

集

Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）

を
使

っ
て

社（

吾

献

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

活
動
を
通
し
て
、
自
ら

の
ス
キ

ル

ア

ッ
プ
と
知
識

の
向
上

・
縁

づ
く

り
し
ま
せ
ん
か
？

匣
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

テ
ン

「
」
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
生
後
二
ヵ
月
を
過
ぎ

た
人
に
予
防
接
種
の
通
知
を
し
て

い
ま
す
。
平
成
1
3年
８
月
生
ま
れ

の
人
に
は
1
0月
下
旬
に
通
知
し
ま

す
。
生
後
三
ヵ
月
を
過
ぎ
て
も
予

診
票
が
届
か
な
い
人
ま
た
は
転
入

者
・
紛
失
等
で
予
診
票
の
な
い
人

は
、
直
接
中
臾
保
健
福
祉
セ
ン
タ

○ 平成13 年10 月１日以 降に 住民 登録 をし た8 月生 まれの

大 、または 予診 票を 持 つていな い下 記の 大は申し 込 みと

な ります。

ツベル クリン 反応 ・BCG3 ヵ 月以 上∠1歳未 満で接 種をし

ていない大

ポリオ3 ヵ 月以上7 歳6 ヵ 月未満で2 回歛ん でいな い大

Ｄ ＰＴ３ヵ 月以上「7歳6 ヵ 月未満で4 回接種をし ていない大

麻しん1 歳以上7 歳6 ヵ 月未満で接種をし ていない 大

風 しん1 歳以上ﾜ 歳6 ヵ 月未満で接種をし ていない人

日 本脳炎3 歳以上7 歳6 ヵ 月未満で3 回接種をし ていない大

卜
小
屋
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
千
葉
え

い

じ

れ
す
イ

ン
フ
ォ
テ
ッ
ク
設
立
準

備
会
Ｉ
Ｔ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
？
3
6
7
・

8
8
8
9

隰
3
6
7
・
8
8
2
7

へ

【
】
病
院
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
参
加
者
を
募
集

対
隼
心
身
と
も
に
健
康
な
人

匣
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
テ
ン

ト
小
屋
内
松
戸
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
？
3
6
7
・
8
8
8
9
廈
3
6
7
・

8
8
2
7
へ

［
］
駅

の

あ

る
風

景

絵
画

を

募

集

応
募
期
限
1
2月
1
4囗
窗

内
容
画

用
紙
（
四

ツ
切
）
に
ク
レ
ヨ
ン

ー
パ

ス
類
・
水
彩
で
必
ず
横
書
に
描
く

対
象
小
学
生
以
下
の
幼
児
・
児
童

奈
応
募
作
品
の
中
か
ら
上
位
三
十
四

点
を
電
車
内
に
展
示
。
特
選
四
点

を
ハ

ッ
ス
ル
カ
ー
ド
の
デ
ザ
イ
ン

と
し
て
採
用
す
る
予｛
疋
。

亘
北
総
開
発
鉄
道

㈱
企
画
室
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
係
？
0
4
7
・
猖
・
１
９
０
２

１

・
各
支
所
の
市
民
健

康
相

談
室

で
申
し
込
む
か
（

ガ
キ
記
入
要

領

を
参
照
し
て
申
し
込

ん
で
く

だ
さ

い
（
後
日
郵
送
）
。

※
予
防
接
種
は
生
後
三
ヵ
月

に
な

ら
な

い
と
受
け
ら

れ
ま
せ

ん
。

圖
保
健

福
祉
課
予
防
衛
生
係
？
3
6
6

・
７
４
８
４

(うら)ハガキ記入要領(おも て)

予防接種申込み

・今まで受けたすべての

予防接種名と受けた日

付け

・郵便番号と住所

・保護者氏名

・子どもの氏名

・子どもの生年月日

・電話番号

松
戸
市
竹
ケ
花
七
四
の
三

中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

保
健
福
祉
課
予
防
衛
生
係

行

募
集
し
ま
ず

健
康

催
し
物

情報

チャンネル



広報まつど2001年(平成13年)10月25日

【
】
図

書

館

市

民

講

座
「

妖

怪

・
お

ば

け

た

ち

」
（
二

回

連

続
）

Ｈ一
月
1
0日
出

＝
「
日
本

の
妖
怪

を
知
る
」
、
1
7日
出

＝
「
現
代

の
妖

怪
た
ち
」

い
ず
れ
も
午
後
１
時
3
0

分

～
３
時
3
0分

（
ス
ラ
イ

ド
映
写

あ
り
）
　
会

場
女
性
セ
ン

タ
ー
ゆ

う

ま
つ
ど
　

講
師
作
家

・
妖
怪
研

究
家

・
多
田
克
己
氏
　

対

象
小
学

三
年

生
以
上
（
親
子
で
も
可
）
　
定

員
五
十

人
（
抽

選
）
　

杤
乕

無
料

圃
1
0月
3
1日

水
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往

復
（

ガ
キ

（
一
枚
に

つ
き
二
人

ま
で
）
に
住
所

・
氏
名

・
年
齢

・

電
話
番
号

を
記
入
し
て

、

干
2
7
1
－

0
0
9
2

松
戸
市
松
戸
二
〇
六

〇

重

立
図
書
館

市
民
謖
庫
係
（
？
3
6
5
・

５
１
１
５
　
へ

松戸地域職業訓練センター講座

［

］
社

交

ダ

ン

ス

初

級

講

習

会

い
1
1
月
1
日
～
2
9
日
の
毎
週
火
・

水

・
木

・
日

曜

日

〔
全

十

七

回

〕

正

午

～

午

後

２

時

（
日

曜

日

は
午

後

６

時

～

９

時

）
　

会

場

勤
労

会

館
　

内

脊

仁
交

ダ
ン

ス

の
基

礎

的

な

部

分

を

繰

り

返

し

練

習
　

費
用

一

回

五
百

円

詈

ニ
ュ

ー

ダ
ン

シ

ン

グ
サ

ー

ク

ル

・
渡

部

？
3
6
2・
5
6
4
4

［

］
愛

犬

と

一

緒

の

し

つ

け

教

室１
１
月
４
日
㈲
午
前
1
0
時
～
正
午

〔
天
候
不
良
の
場
合
は
1
1
日
㈲
〕

会

場

常

盤
平

公

園

（
常

盤

平

松

葉

町

）
　

内

容

飼

い
犬

の
基

本

的

な

し

つ

け

方

法

を

実

技

指

導
　

定

員

先
着
十
五
組
　
費
用
無
料

※
見

学

自

由

圃
1
0
月
3
1
日

水
〔
必

着

〕
ま

で

に

、

講座名 日　 時　 ヽ 定員／費用

初めてのWindows

入門

11/5C月)・6(火)・12(月)・13M

・19(月)・20(か26( 月)・27㈹

午前

10人/24,000円
(20,000円)

Word を 使った文

書作成講座

11/1 休)・2廊 ・8㈲ ・9窗

午前

8人/12,000円

(10,000円)

Excelを使った表

計算講座

11/21 ㈲ ・22(村

２日間とも午前・午後

8人/12,000円

(10,000円)

パソコンを使つて

みよう

対象60歳以上の人

11/7 ㈲・8㈲

午後IE持30分～4時
6人/7,000円

※午前午前9時30分～午後O時30分　午後午後1時30分～4時30分

日商簿記2級受験

講座

11/10～14年2/16の毎週土曜日

〔全12回〕午前10時～午後4時

15人/30,000円

(25,000円)

宅地建物取引主任

者資格取得講座

11/10～14年7/27の毎月第1・2

ゝ3土曜日(原則八 全27回]午
後1時30分～4時30分

20人/45000円

(35,000円)
テキスト代実費

日曜大工講座

11/11～14年10/20の毎月第2

・3日曜日（原則八全21回〕午

前9時～正午

20人/3ヵ月ごと

9,000円　道具

代・材料代実費

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

○

譲
り

ま

す
（
価

格
無

料

）

[
子
供
用
品
]
Ｂ
型
ベ
ビ
ー
カ
ー
（
二

台
）

〔
ス
ポ
ー
ツ
・
楽
器
〕
女
性
用

ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ

（
（

Ｉ
フ
セ

ッ
ト
）

圃
1
0月
3
0日

㈹

〔
消
印
有
効

〕
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
に
希
望
品
名
・
住

所

・
氏
名

・
電
話
番
号
を
記
入
し

て
、
〒
2
7
1
－
0
0
7
3

松
戸
市
小

匣10 月25 日休）午前9時から、費用を持って直接、松戸職業訓

練センター（小金原1の19の3 、？349 －3200 ）窓口へ

※費用のうち（　　）内は当会員事業所または団体会員のメン

バーの場合です。受け付け開始時に定員を超えた場合は抽選

となります。

根
本
七
の
八
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
第

ニ
ヒ
ル
　
松
戸
市
消
費
生
活
課
へ

○

次

回

掲

載

分

に

つ

い

て

品

物

を

譲

り

た

い
人

は

、
1
0
月

3
0日

㈹
ま

で

に

、

電

話

で

申

し

込

ん
で

く

だ

さ

い
こ

人

三

点

ま

で
）
。

1
1
1
1

月
2
5
日

号

に

掲

載

し

ま

す

。・
電

気

製

品

・
日

用

雑

貨

・
衣

料

品

・

食

料

品

・
自

転

車

な

ど

は

扱

い
ま

せ

ん

。

國

消

費
生

活

課

？
3
6
6・
7
3
2
9

往

復
（

が
毎
に
隹
降

・
氏
名
・
電

話
番

号

・
犬

の
種

類
・
年

齢
・
性

別
・
返
信
坩
あ
て
名

を
記
入
し
て
、

〒
2
7
1
－
0
0
8
7

松
戸
市
三

矢
小

台
五
の
三

の
一
一
川
畑

方

松
戸

ペ
ッ
ト

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア

（
？
3
6
7
・

6
0
5
9

）
　へ

［
］
竹

の

釣

り

ざ

お

作

り

教

室

一
‥１１
月
1
8
日

～
1
2
月
2
3
日

の
毎

週

日

曜

日

〔
全

六

回

ブ

虫

Ｔ

高

校

生

＝
午

前
1
0
時

～

正

午

②

一

般

＝

午

後

１
時

～

３

時

会

場

主

催

者

宅

（
岩

瀬

）
　

定

員

先
着

各

十

人

費
用
約
三
千
円
（
材
料
費
）

匣
電

話

（
平

日

は

夜

間

の

み

）

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

で

大
館

？

囲
3
6
2・

4
9
1
2

へ

［

］
講

演

会

「

あ

り

の

ま

ま

の

子

ど

も

を

受

容

す

る

に

は

」

い
1
1
1
1

一
月
2
6
日

側

午

前
1
0

時

～

正

午

会

場

衛

生

会

館
　

講

師

心

理

カ

ウ

ン

セ

ラ

ー

・
金

盛

浦

子

氏
　

定

員

先

着

三

十

人
　

費

用

無

料

圃

１１１１
１１
月
1
6
日

原

ま

で

に

、

電

話

で

こ

と

ば

を

育

て

る

親

の

会

・

秋

吉

？

3
8
7・
1
2
2
9

へ

［
］
講

演

会

「
今

な

ぜ

子

ど

も

に

体

験

が

必

要

な

の

か

」

］Ｈ
月
1
0日

出
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
森
の

ホ
ー
ル
2
1
　内
容
地
域

の
子
ど
も
異
年
齢
集
団
の
活
か
し

方
や
支
援
の
あ
り
方
を
学
ぶ
　
費

用
五
百

円

（
十
八
歳
未
満
無
料
）

圖
松
戸
子

ど
も
劇
場

・
青
木

？
3
8
6

・
９
１
５
４

「
」
青

空

子

供

囲

碁

入

門

Ｈ一
月
３
囗

㈲

〔
雨
天

の
場
合
は

４

日

㈲
〕
午
前
1
0時
～

午
後
１
時

会
場
相
模
台
学
童
保
育
所
　
対
象

囲
碁
ク
ラ
ブ
・
武
市
？
3
6
7
・
3
0

4
4
へ
（
夜
間
の
み
）

［
］
青

少

年

教

室

「
子

ど

も

の

ア

ト

リ

エ

」

1
1
1
1

月
1
0日
～
1
2月
８
日
毎
週
土

曜
日

〔
全
五
回
〕
午
後
２
時
～
４

時

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン

タ
ー

別
館
二
階

対
乖

小
↑学
三
年
生
以

上
中
学
三
年
生
ま

で
　
内
容
ス

パ

ッ

タ
リ
ン

グ

ー
コ

ラ
ー
ジ
ュ

・
水

彩
な
ど
　

講

師
絵
画
講
師

・
大
島

和
江
氏

定
員
先
着
十
五
人

費

用
千
円

（
教
材
費
）

圉
電
話
で
青
少
年

会
館

？
3
4
4
・
8

5
5
6

へ

［

］
ま

ち

づ

く

り

寺

子

屋

講

座

「

ス

テ

ン

ド

ー
グ

ラ

ス

」

1
1
1
1

一
月

５

日

非

午

後

１
時

～

４

時

会
場
松
戸
ま
ち
づ
く
り
交
流
室
テ

ン

ト

小

屋
（
東

葛

飾

合

同

庁

金

圜
）

内

容

フ

ォ

ト

フ

レ

ー

ム

を

作

る

定

員

先

着

十

二

人
　

費
用

三

千

六

百

五

十

円

（
材

料

費

ほ

か
）

圃
電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

で
松

戸

ま
ち
づ
く
り
交
流
室
テ
ン
ト
小
屋

？
3
6
7
・
8
8
8
9
・
3
6
7
・
8
8
2
・
８
８
２
７

へ

「

」
講

演

会

「

今

、

私

た

ち

大

人

の

果

た

す

役

割

は

～

青

少

年

の

健

全

な

育

成

を

願

っ

て

」

１１１１１１
月

い‥‥一
日

襾

午

後

２

時

～

４

時

会

場

前

松

戸

市

民

セ

ン

タ

ー
　

講

師

立
教

大

学

教

授

（
精

神

科

医

師

）

・

町

沢

静

夫

氏
　

費

用

無

料

圖

新

松

戸

地

区

社

会

福

祉

協

議
（

二

？

3
4
2
・
９
６
９
２

［

］
お

勤

め

の

方

の

フ

ラ

ワ

ー

ア

レ

ン

ジ

メ

ン

ト

講

座

①
1
1
月
1
4
日

～

平

成
1
4
年

３

月

2
7日

の

毎

月

第
一

丁

四

水

曜

日

釡

十

回

〕

午

後

６

時

～

８

時
3
0
分

②

１１‥１１
月
1
5
日

～

平

成
1
4
年

３

月
2
8
日

の

毎

月

第

二

・
四

木

曜

日

〔
全

十

回

〕

正

午

～

午

後

２

時
3
0
分

会

場

い

ず

れ

も

市

民

会

館
　

費

用

各

一

万

円

（
花

代

別

）

圖
奥
様
い
け
花
会
・
須
藤
？
3
6
2
・
1
9
9
0

［
］
き
も
の
文
化
講
座

①
1
0月
3
1日
水
②
1
1月
７
日
水

午
後
１
時
3
0分
～
３
時

会
場
①

新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
エ
貿
棯
台
市

民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
平
安
朝
の
き

も
の
～
十
二
盤
霍
装
　
杤
乕
無
料

問
齟
民
俗
衣
裳
文
化
普
及
協
会
？

０
４
７
１
・
6
5
・
Ｏ
Ｏ
Ｏ
５

［
］
青

年

講

座

Ｂ
Ｒ

Ａ

Ｖ

Ｏ
－
・
ち

よ
こ

つ
と
フ

ラ

ン
ス

語
～

映

画

の

シ

ー

ン

か

ら

～

〔
全

七
回

〕

期　日 内　容

11徘 ） オリエンテーション

11/15～12/13

(毎週木曜日)

フランス映画からフランス文化、

慣習と簡単なフランス語を学ぶ

12/20&) 講師を囲んで交流会

時間午後6日舸O 分～8日舸O 分　会場女性センタ

ーゆう まつど(11/22 のみ京葉ガスビル） 講師

バヤキス・アン ドレ 氏（フランス語圏出身）

対 象18 ～30 歳 までの人優先　定 員先 着20 人

費用無料

圃電話で青少年会館？3∠↓∠1―8556 へ

［

］
柿

ノ

木

台

公

園

体

育

館

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会

Ｈ
一
月

３

日

㈲

・
2
5
日

㈲
午

前
1
0

時

～
正

午

、

１１
‥一
日

㈲
午

後

６

時

～

８

時

、
2
1
日

水
午

後

１

時
3
0
分

～

３

時
3
0
分

会

場
柿

ノ

本

曾
公

園

体

育

館

ト

レ

ー

ニ

ン

グ
室
　

対

象

十

六

歳

以

上

の
人
　

持

ち

物

運

動

着
・
上
履
き
　
費
用
無
料

圃
当

日

会

場

で

圜

ス

ポ

ー

ツ
課

？
3
6
3・
9
2
4
1

［

］
ウ

ォ

ー

キ

ン

グ

教

室

1
1
月
３
囗
㈲
・
1
0
日
出
　
全
二

回

〕

午

前

９

時
3
0
分

～

１１１１１１
時
3
0
分

会

場

釆

部

小

学

校

体

育

館
　

定

員

先

着

三

十

人

費

用

百

円

（
保

険

料

）

圃

電

話

で

体

育

指

導

委

員

・

安

川

？

3
9
1・
9
2
4
8

へ

（
午

後

７

時

～

９

時

）

【
】
明
日
の
親
の
た
め
の
学
級

新
た
な
旅
立
ち
を
迎
え
る
あ
な

た
の
た
め
に
～
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

と
生
活
の
知
恵
～
〔
全
四
回
〕

期　日 内　容

11/勁 ）
ライフプランと貯蓄の話

講師千葉県貯蓄広報委員会派遣講師

1剱

知っておきたい生命保険の基礎知識

講師聯生命保険文化センター派遣講

師

21(昶
賃貸住宅契約と訪問販売トラブル

講師松戸市消費生活相談員

2勵）
暮らし の税情報～税の基礎知識～

講師松戸税務署職員

時
間

午
後
６
時
3
0分
～
８
時
3
0

分
　

会
場

女
性
セ
ン

タ
ー
ゆ
う

ま

つ
ど
　

対
象
未
婚
、
新
婚

の
男
女

言

十
歳

ま
で

の
人

優
先

、

一
人

で
の
参
加
可
）
　
　定

蕀
先
着
二

十

人
　

春
用

無
料

圉
電
話
で
青
少
年

会
館

？
3
4
4
・
8

5
5
6

へ

［
］
テ
ニ
ス
を
楽
し
む
集
い

1
0月
2
7日
田
午
前
1
0時
～
午
後

３
時

会
場
栗
ケ
沢
公
園
庭
球
場

対
象
五
十
歳
以
上
で
こ
れ
か
ら
テ

ニ
ス
を
始
め
た
い
人
・
健
康
な
身

障
者
（
年
齢
不
問
・
車
い
す
を
除

く
）
　
持
ち
物
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ

春
乕
無
料

※
ラ
ケ
ッ
ト
は
お
貸
し
し
ま
す
。

圃
電
話
で
松
戸
シ
ル
バ
ー
テ
ニ
ス

連
盟
事
務
局
・
藤
井
？
3
6
6
・
3
6

0
0
へ
（
当
日
受
け
付
け
可
）

［

］
家

庭

婦

人

卓

球

大

会

１１
月
1
2
日

㈲

午

前

９

時

か

ら

会

場

運

動
公

園

体

育

館
　

内

容

ラ

ン

ク

別

個

人

戦

対

象

市
内

在

住

・
在

勤

の
女

性
　

春
用

一
人

六
百

円囮
芥
一
月

５

日

囲

午

前
1
0
時

か

ら

、

運
動

公

園

会

議

室

で

行

う

組

合

せ

会

議

で
受

け

付

け

ま

す

。

圖
家

庭

婦
人

卓

球

連
盟

・
安

田

？

3
4
3
・
3
7
3
0

市社会教育課　 ？366-7462松戸駅市民ギャラリー

期間 10/26c ～11/ 8 ㈲ 11/ 9 廊～21 休） 11/22(本)～12/ 6 ㈲

東
みつけよう！松戸の色彩

固 山川？345 － ○∠囗１
静柳書道会作品展
固小笠原Q366 ―0985

小谷明美油彩展

圖小谷a  309―5553

西
松戸ボタニカルフ ート作品展
圖川端？343 －8409

ホワイト・マット淡彩画展
圖菊地？384-0739

小林恵美ハンドニットグループ展
固 小林？386-3710

？367-7810文化ホールギャラリー

期　間 内　　容 問い合わせ先

10/28(Eﾖ)まで

第10 回萌樹会展 佐々木誠　　　　　 ？342-2542

野鳥との出会いパート司L 森武幀　　　 ？03 －3607 －5876

青少年健全育成ポスター展 教）こども課　　　 ？366-7464

10/31 ㈲～11/4(Eﾖ)第53 回松戸市文化祭 教）社会教育課　　 ？366-7462

11/ 6(火)～11( 日)
第21 回あすなろ 会洋画展 三平俊男　　　　　 ？367-4536

第37 回丹青会水墨画展 倉田次男　　　　　 ？363-4858

7(ﾎ)～ １仰ﾖ) 第25 回朴山会書展 山中芳華　　　　　？341-9071

13(火)～18( 日)

松戸女性洋画教室作品展 太田憲子　　　　　？364-1645

芳静会かな書道展 田原芳琴　　　　　 ？363-0016

登り窯の会作陶展 小堀二三男　　　　 ？368 －7726

15≪～18( 日) 蒼空展・千葉経済・和洋女子合同作品展 内丸智之　　？043-244-9622

20(火)～25( 日)

金曜デッサン会第18 回作品展 井代滋一　　　　　昔334-2811

墨彩展 松沢千交江　　　　 ？392-2169

第17 回松戸クロッキーの会作品展 永井 清司　　　　　？392-0033

開館時間…午前10時～午後6時　※月曜日は休館
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見に行こう　聴いてみよう　＝文化施設だより＝

期　日 内　　容(☆は有料) 開灘憫 問い合わせ先

大
ホ
ー
ル

10/27R
千住真理子の「四季」
千住真理子＆スーク室内オーケストラ ☆

15二00
森のホール21 チケットセンター

？384-3331

11/ 1 ㈲ 美川憲一コン サート　　　　　　　 ☆
糒:00 ペルワールドミュージ ツク

？03 －3222-780118:30

4(日)第53回松戸市文化祭（松戸市合唱祭） 10:00 松戸市合唱連盟・福井？3 ∠t1－ﾜ671

6㈲ イタリア・ベネチア室内管弦楽団　☆ 19:00
森のホール21 チケットセンター

？384-3331

11(日)
第35 回記念チャリティー

松戸民謡協会民謡民舞大会
11:00 松戸民謡協会・工藤　？388-1321

17(土)常磐ブロック実践倫理講演会 10二30実践倫理宏正会・荻田？368-5261

18(日)松戸かずみの会　カラオケ大会 10:00 かずみの会・滝沢　　？391-0222

22 ㈲
千葉県立松戸秋山高等学校

芸術鑑賞会
13:30

千葉県立松戸秋山高等学校・豊田
Q391-4361

23 ㈲
森のホール21　 開館記念
ピ アノ＆アン サンブルフェスティバル

11:00 紂松戸市文化振興財団？384-5050

小
ホ
ー
ル

10/28(1日)松戸の森･アコースティツクフェスティバル☆ 15:00 布施友二郎　　 ？043-25'卜6302

11/ 36R小玉もな　ヴァイオリンリサイタル☆ 14:00
小玉もなヴァイオリンリサイタル実

行委員会・清水　　　？369-3825

4(日)第53回松戸市文化祭（日本古典舞踊） 10二30
松戸日本古典舞踊連盟・小沼

？368-9583

9㈲ 戸田義明ピ アノファンタジー　　　☆ 19:00 雪やなぎの会・戸田　？384-4183

10(二〇 第8回ヴァイオリン発表会 14:30 岩澤康子　　　　　 ？343-9384

11(日)第53回松戸市文化祭(松戸三曲大演奏会) 10:30 松戸市三曲協会・篠塚？388-ﾜ389

18(日)
国立音楽院
ピアノ・電子オルガン発表会

10:00
国立音楽院・飛奈

？03-3 ∠196-8085

23竕
第5回ファミリーイベント　人形劇
あいさつのきらいな王さま＆犬の話☆

14:00 六高台保育園　　　　？394- 引61

24汢）
松戸市民吹奏楽団
アンサンブ ルコン サート

17:00
松戸市民吹奏楽団・鈴木

？311 －0045

25(日)
常盤平学園音楽教室
創立40周年記念式典

13:00
常盤平学園音楽教室・山田

？385-3768

※月曜日は休館（ただし 、祝日の場合は開館し翌日休館）

期日 内　　容(☆は有料) 囿演時間 問い合わせ先

10/ 28(日)ジャズ体操フェスティバル 13:30 市保健福祉課　　　　　 ？365-5588

11/ 3 貎）第53回松戸市文化祭（民踊愛好会民踊大会） 9:30 教）社会教育課　　　　 ？366 －7462

4(日)第5回盲導犬チャリティーコン サート☆ 17:30 盲導犬を普及させる会　？387-4322

7(水)秋のチャリティー歌謡　　　　　　 ☆
13:00

ワイド企画㈲　　　　　？362 －7176
18:00

畊）「アイ・ラブ・フレン ズ」松戸上映会☆

10:30
手話サークルゆうかりの会・太田

？385-0857
14:00

18:30

紜 第二中学 校音楽会 10:20 教）指導課　　　　　　 ？366 －7 ∠158

11日 第53回松戸市文化祭（吟詠の集い） 9:20 教）社会教育課　　　　a  366―7462

1聊）松戸市児童生徒保健活動発表会 10:00 教川 呆健体育課　　　　 ？366 －7459

16銜 錦秋歌と芝居の特別公演｢恋ひとひら｣ ☆
13:30

有田企画　　　　　　　 ？363 －6414
18:00

17(土)古ヶ畸中学校区音楽会 10:30 教）指導課　　　　　　a366 ―7458

18(日)第53回松戸市文化祭（民謡連盟大会） 9:30 教）社会教育課　　　　 ？366 －7462

21 ㈲ 音楽研究会 13:20 教）指導課　　　　　　O366 ―7458

2紐
松戸市民に伝統的文化芸能を広める会

「宮本武蔵」　　　　　　　　　　　 ☆
17:00

松戸市民に伝統的文化芸能を広める会

？367 －6039

25(日)日本舞踊発表会 11:00 英寿乃会　　　　　　　 ？349-3157

期　間 内　　　容

12/9(1日)ま で

企画展「明治の松戸」　戸定邸の主、徳川昭武は、明治40年(1907 年）前後に松戸周辺の

あちこちを写真撮影しています。今回の展示では、昭武の古写真と同じ構図で撮影し た現
在の風景を比較展示し 、松戸の原風景を探ります。

入館時 間…午前9 時30 分～ 午後4 時30 分( 月曜日は休館。ただし 、祝日の場合は 開館し 翌日 休館)

入 館料…戸定 邸・歴史 館共通入館 券一般240 円(200 円) 、高 ・大学生160 円(120 円)､ 小･ 中学 生80 円

(60 円) 個別入館券一 般 巧O 円(120 円) 、高 ・大学 生100 円(80 円) 、小･ 中学生50 円(40 円) 〔(　) 内は

団 体料 金/20 人以上]

※毎 月第2 ・4土 曜日は小 ・中学 生の観覧は無料 です。

松戸市の市外局番は047 です

期日 内　　 容(☆は有料) 開演時周 問い合わせ先

10/27C±)第23 回市民健康づ< リの集い 13二30市保健福祉課　　　　 ？366-7486

28(日)第53 回松戸市文化祭(文化講演と邦楽演奏) 13:00 松戸史談会・神尾　　 ？341-2458

31 ㈲ ジョイントコンサート 16:00 斉藤　　　　　？090 －2161 －8669

11/ 糾 第53 回松戸市文化祭（奇術発表会） 13:00 松戸奇術会・岩田　　 ？388-2ﾜ83

4(日)ピアノ発表会 13:00 横山有里　　　　　　 ？369-0428

叺 生涯大学校東葛飾学園公開講座 10:00 生涯大学校東葛飾学園 ？368-1796

8(木)
ピアノコンサート

「アキレス・テレビーニュ氏をむかえて」 ☆
19:00

松戸クラシック音楽を楽しむ会

？367-0939

10(土)松戸ギタークラブ定期演奏会 13:30 松戸ギタークラブ・飯島？344- 引36

18(日)ウイング ハーモニカアン サンブル 13:30 木村田千嘉子　　　　 ？362-6455

21 ㈲ 小金原歌唱サークル発表会 9:30 小金原歌唱サークル・棟田 ？341-2931

2総 第53 回松戸市文化祭（謡と仕舞の会） 9:45 謡と仕舞の会・柳場　 ？345-8482

24仕）大正琴の調べ　音楽アラカルト 1∠1:00松戸あけばの会・渡辺 ？387-2929

※月曜日は休館（ただし 、祝日の場合は開館し翌日休館）

期　　問 内　　　　　 容

11/1W ～30 窗

午後1時15分・3時
15分から上映(土・

日・祝日は午前11
時からも上映)

ハイビジョン映像「故宮　至宝が語る中華五千年⑩　紫禁城風雲録～明」く上

映時間60分〉　会場講堂　観覧無料

12月＝「故宮　至宝が語る中華五千年兮） 最後の王朝～清」〈上映時間60分〉

※11/1K 日）・23（祝卜25 （日）は講演会開催のため午後1時15 分からの上映は

中止します。

11/25(1日)まで

企画展「中世の東葛飾－いのり・くらし・まつりごと－」

内容中世における東葛飾の庶民の暮らし ぶり 、信仰や地域性 、さらに地域を

越えたものの流通の実態などを浮き彫りにし ます。

会場企画展示室　観覧料一般300 円（240 円）､高校生・大学生150 円（100 円）、

小・中学生100円（60円）〔（　　）内は団体料金/20人以上〕

※常設展観覧料とは別料金

11/239R
午後1時30分～3 時

松戸の歴史を語るIIr 縄文・弥生時代の漁撈民」

講師山浦清氏（立教大学教授）　会場講堂　定員80 人（抽選）　費用無料

圃11 月16 日廊〔必着〕までに、往復ハガキに住所・氏名 ・電話番号を記入し

て、干2ﾜ0-2252 松戸市千駄堀671　 市立博物館「松戸の歴史を語る」ｲ系（？

384-8272）へ

11/25日
午後1時30分～3 時

館長講演会「 考古学を考える ④」

内容長年に わたり考古学研究に携わってきた岩崎卓也館長 が考古学の様々

な 問題について語ります。

会場講堂　定員当日先着80 人　費用無料

シルクロード・コレクション公開資料｢托胎霊夢耳誕生耳訣別涯出城｣を描いた破風形浮彫(詳細は5面参照)

江戸時代旅装束の試着体験毎月第1日曜日午後1時・2時・3時・4時から各回男女各1人
圃電話で試着体験係？384-8272 へ

休館日月曜日(ただし 、祝日の場合は開館し翌日休館卜 第4金曜日(11/23 は祝日のため開館)・年末

年始(12/28 ～1/4) 開館時間午前9時30分～午後5時(入館は午後4時30 分まで) 常設展示観覧料一
般300 円(240 円)、高・大学生150 円(100円)､小・中学生100 円(60円バ(　)内は団体料金/20人以上〕

※毎月第2・4土曜日は常設・特別展とも小・中学生の観覧は無料です。

ガイドツアー(常設展示解説)毎日午前10時・午後2時から30分間( 参加者は観覧料が必要です)

学芸員による展示スポット解説毎週日曜日午後2時30分から20 分間( 参加者は観覧料が必要です)

※来館者専用の駐車場はありませんので、21世紀の森と広場の有料駐車場をご 刊用ください。

期　　問 内　　容

園芸

教
室

11/ 7 ㈲午後1時30分～3時
｢秋冬野菜の手入れと早春どリ野菜｣

講師みどりの相談員・小林喜代次氏

11/1KEﾖ)午後1時30分～3時 「古典菊の見方」　講師みどりの相談員・渡辺重吉郎氏

観察

会

10/280日)午前10時～11時30分 バードウォッチング　講師自然解説員り｣地 玲爾氏

11/18(1日)午前10時～11時30分 昆虫ウオツチング　講師自然解説員・前園泰徳氏

定員先着25人　費用無料
匣当日パークセンターで〔雨天中止〕

相談
毎週水・土・日曜日と祝日、午前10時～

正午と午後1時～3時30分

みどりの相談員による花や緑に圉する相談（電話で

も受け付けます）

開館時間…午前9時～午後4時30分（11月から午前9時～午後4時）
※月曜日は休館（ただし 、祝日の場合は開館し翌日休館）

松戸駅市民ギャラＱリー・文化ホールギャラリーの催し物は7面をご覧ください
。

◆テレホン案内サービス　＾

〔当日の医療機関(待機病院、休日在宅

当直医､夜間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

？366 －0010

平日 午後4 時30 分～翌日午前9 時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　 ？368-3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

？365-3430

衛生会館内　午後８時～11 時

戸定歴史館

21世紀の森と広場パークセンター

市民会館

博物館　（２１世紀の森と広場内）

森のホール２１ 市民劇場

救急医療体制
お気軽にご相談ください　11月の相談案内　


